
都市計画マスタープラン見直し検討資料（第3章）

見直し案 現　行
野田市都市計画マスタープラン素案 野田市都市計画マスターブラン 旧頁

表題

第3章部1川別方針 第3章部川別方針
分類 変更及び追加理由 担当課

43

3－5　ゆとりある生活を送れる斑尭づくり　～庄宅・住環境整備の方劃～ 3－5　ゆとりある生活を1刮’しる脳亮づくり　～住宅・住環境整備の方針～

②高齢者、障がい者及び働く女性が住み続けられる住宅の供給・支援 （2）高齢者、障がい者及0澗1く女1牛が住み続けられる住宅の供給・支援

高齢者べ樟がい者等については、住宅の段差解消等の住宅のバリアフリー化を図り、住みや 高齢者や障がい者等については、住宅の段差解消等の庄宅のバリアフリー化を図り、 住みや

すい環境づくりを推逃します、 すい環境づくりを推進しま古

また、共働きlll：帯の増加などによる働く女1牛のために、福祉サービス（子供σ）保育など）を また、共働き世帯の増加などによる働く女性のために、福祉ナービス（子供の保育など） を

考慮した住宅供給・支援を推進します， 考慮した住宅供給・支援を推進します三

③まちづくりと合わせた住宅住環境の保全と創出 （3）まちづくりと合わせた住宅・住環境の保全と創出

①良好な庄環境の維持・充実 ①良好な庄環境の維持・充実

十地区画整理事業により整備された住宅地は、既に良好な住環境が形成されており、その維 十地区画整理事業による長らづくりと合わせた住宅地は、既に良好な住環境が形成されてお 修正 ・文言整理 都市整備課

持・充実を図りま仁 り、その維持・充実を図ります。

②地区計画制度による良好な住環境の誘導 ②地区計画制度による良好な住環境の誘導

土地区画整哩事業によるまちづくりが行われる地区などについては、地区計画制度などの導 上地区画整理事業によるまちづくりが行われる地区などにっいては、地区計画制度などの導

入により、みどり豊かで良好な住環境を誘導しま主 人により、みどり豊かで良好な住環境を誘導します。

③既成市街地における住環境の向上 ③既成市街地における住環境の向上

建物が密集した既成市街地においては、まちづくりと合わせた狭隆（きょうあい）道路など 建物が密集した既成市街地においては、まちづくりと合わせた狭隆（きょうあい） 道路など

内容

の整備・改善に努めるとともに、日照、通風の確保を促進し、良好な住環境の創出を図りますc の整備・改善に努めるとともに、日照、通風の確保を促進し、良好な庄環境の創出を図ります。

修正：赤

追加：青

削除：緑

第3章一17
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都市計画マスタープラン見直し検討資料（第3章）

見直し案 現　行

表
野田市都市計画マスタープラン素案 野田市都市計画マスターブラン 旧頁

題
第3章部門別方針 第3章部門別方針

分類 変更及び追加理由 担当課

3－6　資源を活かした風景づくり　～都市景観形成の方針～ 3－6　資源を活かした風景づくり　～都市景観形成の方針～
44

D基本方針 1）基本方針

ω白然・地形をいかした景観形成 （1）自然・地形をいかした景観形成

多様な白然・地形などの白然環境をいかした野田市の原風景を大切にした景観形成を図りま 多様な自然・地形などの白然環境をいかした野田市の原風景を大切にした景観形成を図りま

t、 寸二

（2）歴史・文化、産業の蓄積をいかした景観形成 （2）歴史・文化、産業の蓄積をいかした景観形成

野田市の長い歴史の中で育まれた歴史的な街並みなどを活用し、これらと調和した景観形成 野田市の発展の基礎となった醤油産業の歴史などによる街並みを活用し、これらと調和した 修il三 ・景観形成に活用する女橡 都市計画課
を図りま．七 景観形成を図るため、行政のみならず市民や市業首幽が参加できろ場を整備L、条例等のルー一ル を拡大

べ珊度づくりに努めまず 修正 ・ 表現を統一し、具体］的な 都市計画課

内容を次ページに追加

③まちづくりと合わせた新たな景観形成 ③まちづくりと合わせた新たな景観形成

今後の上地区画整理事業などによるまちづくりでは、野田市の歴史的特1生や豊かなみどり、 今後の土地区画整理事業などによるまちづくりでは、野田市の歴史的特性や豊かなみどり、

潤いある水辺環境などとの調和に配慮しつつ、fl占性ある景観形成を図ります。 潤いある水辺環境などとの調和に配慮しつつ、個性ある景観形成を図ります。

2）具卵的な方針 2）具体的な方針

（1）自然・地形をいかした景観形成 （1）白然・地形をいかした景観形成

①水辺景観や田園景観の保全 ①水辺景観や田園景観の保全

利樹ll、江戸川及θ汗ll恨運河の流れは、本市の自然の基調となっているばかりではなく、利 利根川、江戸川及0汗1脹運河の流れは、本市の自然の基調となっているばかりではなく、 利

側ll、江戸川の両河川は、本市の骨格形成に大きく寄与してきた醤油産業の発達の源泉でもあ 榔1｜、江戸川の両河川は、本市の骨格形成に大きく寄与してきた醤油産業の発達の源泉でもあ

内 ります。また、川辺の湿地や水田は、本市の原風景として多くの市民にも親しまれていること ります。また、川辺の湿地や水田は、本市の原風景として多くの市民にも親しまれていること

容 から、これら河川及び川辺の湿地や、水田の自然景観の保全を図ります。 から、これら河川及び川辺の湿地や、水田の白然景観の保全を図ります。

②斜面緑地や山林の景観の保全と活用 ②斜面緑地や川林の景観の保全と活用

台地と谷津の境界部に残された斜面緑地は、視覚的に低湿地を取り巻く樹林のようにとらえ 台地と谷津の境界部に残された斜面緑地は、視覚的に低湿地を取り巻く樹林のようにとらえ

られ、野田市の自然環境の代表的な景観が形成されています。また、国道16号沿道に残され られ、野田市の白然環境の代表的な景観が形成されていまポまた、国道16号沿道に残され

ている山林は来訪者にみどり豊かな野田市を印象付ける重要な景観要素になっていることか ている川林は来訪者にみどり豊かな野田市を印象付ける重要な景観要素になっていることか

ら、これらの斜面緑地や山林の景観の保全とともに、野田市らしい景観を形成するため斜面林 ら、これらの斜血緑地や山林の景観の保全とともに、野m市らしい景観を形成するため斜面林
’

や山林の景観を活用した街並みの形成を図ります。 や山林の景観を活川した街並みの形成を図ります。

修正：赤

追加1青
削除：緑
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都市計画マスタープラン見直し検討資料（第3章）

見直し案 現　行

表
野田市都市計画マスタープラン素案 野田市都市計画マスターブラン 1日頁

題
第3章部門別方針 第3章部111｜別方針

分類 変更及び追加理由 担当課
45

3－．6　資源を活かした風景づくり　～都市景観形成の方針～ 3－6　資源を活かした風景づくり　～都市景観形成の方針～

（2）歴史・文化、産業の蓄積をいかした景観形成 ②歴史・文1ヒ、産業の蓄積をいかした景観形成

①野m市の歴史を伝える中心的な空間の形成 ①野田市の歴史を伝える中心的な空間の形成

野田市の代表的な歴史・文化資源を保全・活用し、市民が誇れ、来訪者に野田市の肚史・文 野出市の代表的な歴史・文化資源を保全・活用し、市民が誇れ、来訪者に野田市の歴史・ 文

1ヒを発信する景観形成を図ります． 化を発信する景観形成を図ります。

②歴史的街並みの保存 ②歴史的街並みの保存

長い歴史の中で育まれた歴史的な街並みについて、市民が主となった街並み保存のための活 長い歴史の中で育まれた歴史的な街並みについて、市民が†となった街並み保存のための活

動を支援し、歴史的な景観形成を図ります。 動を支援し、歴史的な景観形成を図りま主

③点在する身近な歴史的資源の保全と活用 ③点在する身近な歴史的資源の保全と活用

本市には、占代からの歴史を伝える貝塚や古墳、城跡などが点在しています。こうした歴史 本市には、古代からの歴史を伝える貝塚や占墳、古榔亦などが点在しています。 こうした歴 修正 ・ 表記統一 社．会教育課

資源は、身近にある先人の生活の証として、市民が自分たちのまちの成り立ちを知り、地域へ 史資源は、身近にある先人の生活の証として、市民が自分たちのまちの成り立ちを知り、地域

の愛着を深める上では重要な資源となることから、地域住民にとっての郷土意識を育てる景観 への愛着を深めるトでは重要な資源となることから、地域住民にとっての郷土意識を育てる景

形成を推進します。 観形成を推進します。

（3）まちづくりと合わせた新たな量観形成 ③まちづくりと合わせた新たな景観形成

上地区画整理事業による市街地形成や道路、公園整備などの公共事業と合わせた今後の街並 土地区画整理事業による市街地形成や道路、公園整備などの公共事業と合わせた今後の街並

みの検討に当たっては、野m市の景観特性を踏まえ、その景観に調和した適切なデザイン・色 みの検討に当たっては、野田市の景観特性を踏まえ、その景観に調和した適切なデザイン・ 色

彩などの誘導や生垣などの促進により、個1生豊かな街並みの形成を図りま丸特に桜の里地区 彩などの誘導や生垣などの促進により、個性豊かな街並みの形成を図りま女特に桜の里地区

などは、色彩景観形成のモデルとなるような景観の誘導を図りま丸 などは、色彩景観形成のモデルとなるような景観の誘導を図ります、

内 また、公共施設の新設・改良の際においても、周辺の街並みとの調和に配慮した景観形成を また、公共施設の新設・改良の際においても、周辺の街並みとの調和に配慮した景観形成を

容
図ります。 図りま丸

（D景観形成の誘導方針 1自加 ・ 総合計画との整合 都市計画課

量観計画を策定L、景観法をはじめとする各種法令に基づく1：口制、誘導策を活用し、景観形

成を図り圭づ［二また、市民の理解のもと、地域の自主的な取り組みを基本とLて、野川市らし

い良好な景観や風景を守りいかすため㊧条例等のルーノレや制度を策定します。

修正；赤

追加：青

削　除：緑
，，，，P，．．．▲．1「
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都市計画マスタープラン見直し検討資料（第3章）

見直し案 現　行
野m市都市言画マスタープラン素案 野出市都rlT計画マスタープラン 　・旧貝表題

第3章部門別方針 第3章部門別方針
分類 変更及び追加理由 担当課

3－7　安心して暮らせるまちづくり　～福阯のまちづくりの方金1～ 3－7　安心して暮らせるまちづくり　～福祉のまちづくりの方針～
46

1）基本方針 1）基本方針

（1）ノーマライゼーションの思想に基づくまちづくりの川進 （1）ノーマライゼーションの思想に基づくまちづくりの推進

高齢者主樟がい者などを取り巻く牛活環尭の変化、社会参加への意欲の高まりの中で、様々 高1蛉者．二、障がい者などを取り巻く生活環境の変化、社会参加への意欲の高まりの中で、様々 修正 ・文言整理（表現統一） 障がい者支援
な人々が混在できる地域社会こそがノーマルな状態であるという識哉を持ち、高齢者ぺ樟がい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．

な人々が混在できる地域社会こそがノーマルな状態であるという謡識を持ち、高齢者二障がい 課

者などのトL会的・心身的に弱い立場にある人たちの主俸性を尊重し、できる限り住み1貫れた地 者などの社会的・心身的に弱い立場にある人たちの丁休性を尊車し、できる限り住み1貫れた地

域且会の申で日立した生活を送れるようにするといった、ノーマライゼーションの思想に基づ 域社会の中で自立した生活を送れるようにするといった、ノーマライゼーションの思想に基づ

いて、まちづくりを進めていきま七 いて、まちづくりを進めていきます。

（2）パートナーシップのψ進 （2）パートナーシップの推進

行政、社会を構成している個人、家庭、地域団体、各種ボランティアグノレーブ、民間企業な 行政、祉会を構成している個人、家廷、地域団体、各種ボランティアグループ、 民間企業な

どの協働関係によるまちづくりを進めま『れ どの協働関係によるまちづくりを進めます。

2）具体的な方針 2）具体的な方針

（Dバリアフリーのまちづくり （1）バリアフリーのまちづくり

高齢者や障がい者などが安全で、Il夫適に日常生活を営み、社会からのサービスを平等に享受 高齢者や障がい者などが安全で、快適に日常生活を営み、祉会からのサービスを平等に享受

し、生活に関連した施設をだれもが利用できるように整備するなど、高齢者や璋がい者などの し、生活に関連した施設をだれもが利用できるように整備するなど、高損渚弐撞がじ噴などの
．

削除 ・文言の整理 障がい者支援

日常生活及び社会生活における物理的な障壁心理的な障壁、情報に関する障壁などの様々な 日常生活及辞桧生活における物理的な障壁、心理的な障壁、情報に関する障壁などの様々な 削除 ・ 文言の整理 課
障壁を取り除いていくなど、バリアフリーのまちづくりを推進しますご 障壁を取り除いていくなど、バリアフリーのまちづくりを推進します。

また、ハードの整備だけでなく、　．人一人がバリアを理解し、市民が互いに認め合う「心の 追1川 ・ 総合計画との整合

バリアフリー！を推進L圭す

内容

①歩行者空問の確保 ①歩行者空間の確保

高齢者べ樟がい者などが1夫適に通行できるよう、歩道幅員の確保視覚障がい者誘導用プロ 高齢者や障がい者などが快適に鉋できるよう、歩道幅員の確保、視覚障がい者誘導用プロ 1彦正 ・ 文言の整理

ックの設置、歩道勾配の緩和、段差の解消などにより、すべての人にやさしい歩道整備を推進 ックの設置、歩道勾配の緩和、段差の解消などにより、すべての人にやさしい歩道整備を推進

しま丸 します三

②交通環境の整備 ②交通環境の整備

駅などにおけるエレベーターの設置など、公共交通機関を利用した移動の利便性の向上を図 駅などにおけるエレベーターの設置など、公共交通機関を利用した移動の利園生の向上を図

るため、野田市移動円滑化基本構想（＊36）に基づき、より一層のバリアフリー化を促進しま るため、野田市移動円滑化基本構想（＊133）に基づき、より一層のバリアフリー化を促進しま 1彦正 ・ 用語追加による変更 都市計画課
す。

七

③公共施設のバリアフリー化 ③公共施設のバリアフリー化

だれもが安心で快適に利用できるような公共施設のバリアフリー化を推進します。 だれもが安心で1た適に利用できるような公共施設のバリアフリー1ヒを推進します。

修正：赤

追加，青
．一一一 「．・

削除；緑
r．、，1，、．，「，T．
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都市計画マスタープラン見直し検討資料（第3章）

見直し案 現　行
野田市都市言h画マスタープラン素案 野田市都市言1画マスタープラン 1口頁

表

題
第3章部門別方針 第3章部門別方針

分類 変更及び追加理由 担当課

3－7安心して暮らせるまちづくり　～福祉のまちづくりの方歪ト 3－7　安心して暮らせるまちづくり　～福祉のまちづくりの方針～
47

内容

②だれもが安心して住み続けられる福祉り競づくり

①総合福祉会館の利用

　　民間福祉の総合的なサービスを提「共する活動の拠点である総合福祉会館において、NPO

　　⊆）及び福祉を推進するボランティア団体等に対し、施設及び設備の提供並びに活動の支

　援を行います。また、高年齢退職者の臨時的かつ短り］的な就業の機会を確保・提供するための

　支援についても検討しまれ

②福祉施設の機能充実

　　高齢者±障がい者などが住み1貰れた地域で安心して暮らせるよう、地或包括支援センターや
　F1常生活上の足援、機能訓練などを行う場レしての高齢者のための融施設や、障がい者の医　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　療的ク’アや生活介護、白律訓練、就労訓練などを行う場としての障がい者支援施設の整備・機

　能充実を図ります。

　　また、保育需要の増大に対応するため、民間活力を利用しながら、保育所・学童保育所など

　の施設整備、機能充実を図ります。

③　地域ぐるみ福祉ネットワークの推進

　　地域福祉活動のための福祉コミュニティ形成を図るため、市内全域を基本福祉圏とし、社会

　福祉協議会（＊38）を母体とした地区社会福祉協議会や、民間福祉団休と市の協動により、地

　域ぐるみ福祉ネットワークづくりを非1雄します。

①了・ども館・老人福祉センターの整備

　　丁どもたちと了育て世代を支援すろ処点として、また、世代の枠組みを超えた交流の拠点と

（2）だれもが安心して住み続けられる福祉環境づくり

①総合福祉会館の利用

　　民間福祉の総合l！l勺なサービスを提供する活動の拠点である総合福祉会館において、NPO

　　（＊3D及び在亘祉を推進するボランティア団体等に対し、施設及び設備の提供並びに活動の支

　援を行いま『仁また、高年齢退職者の臨時的かつ短期的な就業の機会を確保・提供するための

　支援についても検討します，

②福祉施設の機能充実

　　高齢者こ障がい者などが庄み1賞れた地域で安心して暮らせるよう、地域包括支援センターや

　小規模多機i齪居宅介護、小規模特別養護老人ホーム、デイサー一ビ’スセンター一などの高齢者の

　ための橘ll施設や、障がい者の特別な医学的治療や∠仁活訓練、職業訓練などを行う場としての

　障がい者のための援護施設の整備・機能充実を図ります。

　　また、保育需要の多樹ヒに対応するため、民間活力を利用しながら、保育所・学童保育所な

　どの施設整備、機能充実を図ります。

③地域ぐるみ福祉ネットワークの推進

　　地域福祉活動のための福祉コミュニティ形成を図るため、市内全域を基本福祉圏とし、社会

　福祉協議会（＊35）を母体とした地区社会福祉協議会や、民間福祉団体と市の協働により、地

　域ぐるみ福祉ネットワークづくりを推進します。

　　　　　　　　　　．

修正

修IE

修1七

修正

1鋤「卜

ll多正

修正

修IE

追加

・ 用語1助nによる変更

・ 文言整理（表現統一）

・名称変更

・ ．文言整理（修IE、1助n）

・ 名称変更

・文言整理（表現統一う

・ 文言整理

・用語追加による変更

・子ども館・老人福祉セン

ターの整備を推進するた

め

都市計画課

障肪者支援課

介護保険課

高喘支援課

保育課

都市計画課

児童家庭課

高齢者福祉課

して、施設整備を拍進L長す

修正：赤

追加；青
削除：緑　　　　　　．
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都市計画マスタープラン見直し検討資料（第3章）

見直し案 現　行
野m市都市刮画マスタープラン素案 野田市都市計画マスタープラン 旧頁

表題

第3章部門別方針 第3章部門別方針
分類 変更及び追加理由 担当課

3－8　災害に強い安全なまちづくり　～防災・防犯まちづくりの方針～ 3－8　災害に強い安全なまちづくり　～防災・防犯まちづくりの方針～
48～49

1）基本方針 1）基本方針

（1）防災まちづくりの拍進 （D防災まちづくりσ）十1鮭

災害時における市民の生命、身体及〔瀬す産の保護を図るため、安心して暮らせる都市を実現 市民が安心Lて暮らせる主らづくりを進めるため、地法▽凪水害などの白然災害に強い都市 修正 ・ 総合計画との整合 防災安全課
一〕一る仁合的な防災対λを進めるに当たり、［自助・共助・公助」により地］支の防災力向上に二取 いi造の形成を図ろとともに、武力攻撃災害等に対する警∫艮の伝達、避難の指示のi 産、避難住 修正 ・ 文言整理 都市計画課

り組みま主また、自然災吉に強い都rh構造の形成を進め、安全な敵限1策の充実等を図りま 民の碕導、救援等における市民の保護に関する1］＼制づくりを図り巨h．．主た、分かりやすく安

す一一 ユな防災・防犯の視点を取りん｝した避難吻所の確「呆及て刃臨1〔路のネソトワークなどに Lる防災

都市空間づくりを進め］三す

（2）地域自立型の防犯体制の確立 （2）地域白立型の防災・防犯体制の確立　　　　　　　．▼宴宴．．1．宴▼

削除 ・ 総合計画との整合 防災安全課

市民が安全で安心した生活を送れるようにするため、犯罪を未然に防止するようタめろLρ 防災・防犯の強化のためには、いざという時にお互いに助け合うことができるような⊥回或ぐ 修正 都市計画課

もに、市、警察、地域の防犯組合が連携した防犯対策が重要で十そのため、防犯に役立つハ るみの防災・防犯体制を構辛することが重要であり、自丁防災・防犯活動の啓発ぺ・支援などを

一 ド而の整備を進めるとともに、市民・人・人の防犯意識の1句卜、地域の防犯組合レ連携した 通じ、自治会等と連携して、巾民の自主的な防災・防犯活動体制の確立に努めまポ

バトローノレの実施や空家の直IE管理の指導等のソフト面での対策を推進します，

2）具体的な方針 2）具f村勺な方針

（1）治水対策の推進 （1）治水対策の推進

①河川改修の促進 ①河川改修の促進

利根川、江戸川及び利根運河については、流域の浸水被害の軽減を図るため、河川改修を促 利根川、江戸川及び利根運河については、流域の浸水被害の軽減を図るため、河川改修を促 削除 ・ 超過洪水対策はスーパー 管理課

進します。特に江戸川については、利恨川水系利根川・江戸川剛ll壷備計画［大臣管理区問］ 進しま丸特に江戸川にっいては、超過洪水への対策として｝．．高規格堤防（＊3ω （スーパー 堤防に対するもの
層卜▼P●■．■■■■■■▼●■P■▼▼▼■●，■，●▼●■■■■■■■■

内
による整備を促進しますご 堤防）の整備を促進しまポ 修正 ・ 国の整備計画見直しによ 管理課

容 また、くり堀川について旦、自然を保全しながら河川改修により治水機能の整備を図りま先 1鷲川三2k弍は、．．δ漁さとの］．1匡デ∴噛業．．墜m．足よる沿川9？主らゴΩ．とニゴ翻｛1な河
．．．皐．

削除 る修正

川鼎壼整備を促進し圭す烏．，また、くり堀川についても、自然を保全しながら測1｜改修により治 ・座生川整備完了による 都市整備課

水機能の整備を図ります。

②公共下水道（雨水）の整備 ②公共下水道（雨水）の整備

公共下水道全体計画区域において、大雨などによる浸水常襲地区の解消を図るため、公共下 公共下水道全体計画区域において、大雨などによる浸水常襲地区の解消を図るため、 公共．ド

水道の雨水整備を推進します三 水道の雨水整備を推進します。

③浸水区域の改修・整備 ③浸水区域の改修・整備

阿部沼落堀の関宿中央小学校以北において、豪雨時に浸水による被害が発生しており、班丞 阿部沼落堀の関宿高校以北や柏5耕｛水路の江戸川沿いにおいて、豪雨時に浸水による被害が　　　　　　　　　　　　　　　　　’．1’．．■■．■．≡・‘．■．．．

削除 ・柏寺俳水路の江戸川沿い 管理課

不良地区の改善を図るため、親野井地区から木間ケ瀬地区において、雨水幹線、調整池等の整 発生しており、これを解消するための排水路の整備を推進し土十、また、周辺環境との調和を 修正 （上流部）については、平

備を推進します三上た、桜木地1ヌ：においても雨4く幹線の整備を促進します 図ります， 修正 成2
ため

7年度に事業完了の

◆ ド水道課が上流部の雨水 下水道課

幹線の阿部沼調整池の都

市計画決定。また、桜木地

④雨水流出抑制施策の非rl進 ④雨水流出抑制施策の推進 区の雨水幹線の事業認可

集中豪雨など洪水時の河llへの流出軽減を図るため、引き続き調節池（＊39）の整備に努め 集中豪雨など洪水時の河川への流出軽減を図るため、引き続き調節池（塑）の整備に努め 取得を予定、

るとともに、雨水の一時貯留施設を配置するなど公共施設を雨水流出抑制施設として積極的に るとともに、雨水の時貯留施設を配置するなど公共施設を雨水流出抑制施設として積極的に 修1七 ◆ 用語追加による変更 都市計画課

活用します。また、道路の舗装、公共施設駐暢の整備に際しては、雨水浸透対策のため、透 活用します。また、道路の舗装、公共施設駐市場の整備に際しては、雨水浸透対策のため、透

水1生舗装などの導入に努めま主なお、大規模工場や大規模店舗、レストランなどの駐申場や 水性舗装などの導入に努めま丸なお、大規模丁場や大規模店舗、レストランなどの駐車場や
修正：赤

個人の庄宅についても雨水浸透対策に対する積極的な協力を求めます。 個人の住宅についても雨水浸透対策に対する積極的な協力を求めまれ

追加：青

削　除：緑
「．．．．．P、．．

第3章一22
41



都市計画マスタープラン見直し検討資料（第3章）

見直し案 現　行

表
野田市都市計画マスタープラン素案 野田市都rh計画マスタープラン lH頁

題
第3章部門別方針 第3章部illl別方針

分類 変更及び追加浬由 担当課

3・－8　災害に強い安全なまちづくり　～防災・防犯まちづくりの方劃～ 3－8　災害に強い安全なまちつぐり　～防災・防犯まちづくりの方剣～
・19～50

②計画的な土地利用と市御也整備の推進 （2）計画的な上止断1」用と市街地整備の推進

市街地の都市基盤整備事業及び土地区画整理事業などの施行の際には、都市空間の整備・強 市1昂也の都市基盤整備事業及び．【二地区画整理事業などの施行の際には、都市空間の整備・強

化を図り、災害に強いまちづくりを進めます。また、木造密集市f上弛などの防災上危険な市街 化を図り、災害に強いまちづくりを進めま古また、木造密集市徒弛などの防災 卜危険な市街

地は、狭い道路の拡幅整備や空地整備、建惣の不燃化の促進などにより延焼防ILに努め、良好 地は、狭い道路の拡i1畠整備や空地整備、不燃化の促進などにより延焼防止に努め、 良好な瑳境 勘「1 ． 文言の整理 防災安全課

な環境を維持している低層住宅地においては、宅地内におけるみどりの保全緑化の促進など を維持している低層住宅地においては、宅地内におけるみどりの保全、緑化の促進などにより

により防災面の維持向上を図ります二． 防災面の維持向七を図ります、

（3）避糎各等の整備 ③避難路等の整備、7q；熟五Z上？二〃〕礁謝， 肖ll除 ・定義がリ確でないため削 防災安全課

避難場所に指定されている公園や学校などにつながる避難路としての道路における歩道整 避難場所に指定されている公園や学校などにつながる避辮各としての道路における歩道整 除

備と、火災の延焼防止効果のある街路樹などの整備を推進します。 備と、火災の延焼防止効果のある街路樹などの整備を推進します。

また災害時における緊急輸送に必要とノeる路線の機能椎保のため安全1生を高める。 追ノJl．｜
・ 地域防災計画の災害予防 防災安全課

計画による緊急輸送路確

保に関する記述を追加

④避難場所等の整備 ④避難場所等の整備
避難場所に指定されている公園や学校などについて、その機能を確保するとともに、火災の 避難場所に指定されている公園や学校などについて、その機能を確保するとともに、 火災の

延焼防止効果のある植栽や防災施設などの設置による機能強化を推進します， 延焼防止効果のある植栽や防災施設などの設置による機能強化を推進しまポ

⑤建築物等の安全対策 （5）建築物等の安全対策

建築物などの耐震性の強化、不燃1生の誘導に努めまポ特に、既存建築物については、野田 建築物などの耐震性の強化、不燃性の誘導に努めま尤特に、既存建築物については、野田

市耐震改修1臓i画に基づき耐震化を促進しま丸道路に面した塀は、倒壊しにくい生垣など 市耐震改f劇足進計画に基づき耐震化を促進しま丸道路に面した塀は、倒壊しにくい生垣など

の設置を促進します。 の設置を促進します。

内 ⑥防犯対策の推進 ⑥防犯対策の推進

容
安心して主むことができる住環境づくりは「白分たちのまちは、白分たちで守る」という意 野1」」市防犯組合への支援を通じて、白治会等との連携を促進し、全市域での白主防犯組識の 修正 ・ 総合計画「基本目標4」 防災安全課

識のもと、市と防犯組合等の地域が連携し、防犯まちづくりを推進します、あわせて、防犯灯 設立と関係機関・団体と連携した自†防犯パトロールを主とした防犯活動を推進します、 の施策の内容に合わせて
や防犯カメラの整備と機能管理を行い、防犯力の向トを図りまポ 圭た、交番に準じた施設である安全安心ステーション（まめばん）を地域の白主防犯組織の 修正

また、防犯に関する情報を配信することで、市民と情報を共有し、安全に文同1る意識の高揚 活動拠点とするとともに、青色回転灯搭載の防犯パトロール巾．による活動により、 市内全域の

や安心安全な社会環境を推進L圭す、 防犯力の強1ヒに努めます．

空家については、適正管理を指導するとともに、空家バンク制度の周知を行い、空家の有効

活用を推進し圭す，

修正：赤

追加：青

削　除：緑
－■■■r■■．．－－r層
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都市計画マスタープラン見直し検討資料（第3章）

見直し案 現　行
野田市都市計画マスタープラン素案 野出市都市計画マスタープラン 旧頁

表 第3章部門別方針 第3章部門別方針 分類 変更及び追加理由 担当課

題 3－9　野田市を瀞契できる環境づくり 3－9　野田市を瀞契できる環境づくり 51～52

～観光・文化・スポーツ・レクリエーション環境整備の方到～
～観光・文化・スポーツ・レクリエーション環境整備の方針～

1）基本方針 1）基本方針

（⊥）野田市の文化を支える歴史や目然資源の保全・活用 （D野田市の文化を支える歴史や白然資源の保全・活用

市内に点在する歴史、文化資源や、豊かな白然資源などは、野田市の文化を伝承し、新しい 市内に点在する歴史、文化資源や、豊かな白然資源などは、野田市の文化を伝承し、 新しい

文化を創造する貴重な資源として積極的に保全・活用を図りまポ 文化を創造する貴重な資源として積極的に保全・活川を図りま主

②観光資源の充実とネットワーク化 （2）観光資源の充実とネットワーク化

身近な観光資源の潜在的な魅力を再確認し、観光ポイントの充実を図るとともに、観光資源 身近な観光資源の潜在的な魅力を再確認し、観光ポイントの充実を図るとともに、 観光資源

問のネットワークfヒを推進します。 間のネットワーク化を推進します。

③多様なニーズに対応した観）ヒ・文化・スポーツ・レクリエーション瑳境の充実 （3）多様なニーズに対応した文化・スポーツ・レクリエーション環境の充実 ・ 「道の駅の整備に係る研 商工観光課

多様化した市民のニーズに対応するため、市民活動の拠点となる生涯学習の場や、スポー 多様化した市民のニーズに対応するため、市民活動の拠点となる生涯学習の場や、 スポー 究会」 を設置し、道の駅の

ツ・レクリエーション活動の場づくりを進めます。 ツ・レクリエーション活動の場づくりを進めま七 追加 建設の事業化に向けて基
また、野田山の地域資源をうノピールし、姐り或の魅力を伝え、訪れる人々が喜び楽しむことが 本構想等の検討を始めた

できる観光拠点㌧Lて、さらに地域の人々も集い交流する活動拠点となろような道の駅の整備 ことから追記

を図ります

2）具体的な方針 2）具内的な方針

（D歴史や文化、自然資源とふれあうための環境整備 （D歴史や文化、自然資源とふれあうための環境整備

内 ①歴史、文化遺産の保存・活川 ①歴史、文化遺産の保存・活用

容 市民が主体となった街並み保存のための組織活動を支援するとともに、地理案内や文化財に 市民が主体となった街並み保存のための組織活動を支援するとともに、地理案内や文化財に

至る経路を示すための標識や解説板の設置による、歴史的遺産や文化財の保存・活用を図りま 至る経路を示すための標識や解説板の設置による、歴史的遺産や文化財の保存・活用を図りま
す。

七
また、11コ心市街地に多く残る歴史的街並みの観光資源としての魅力を高め、中心市街地の活 また、中心市街地に多く残る歴史的街並みの観光資源どしての魅ノ」を高め、中心市街地の活

性化を図ります。 性化を図りま丸

②みどりや川とふれあう場の整備 ②みどりや川とふれあう場の整備

利根川、江戸川及び利根運河の広大な緑地や市街地内におけるみどりについて、サイクリン 利槻目、江戸川及び利根運河の広大な緑地や市街地内におけるみどりについて、 サイクリン

グ道路の活川やレンタサイクルなどの気軽にみどりや水に親しむことができるふれあいの場 グ道路の整飾’やレンタサイクルなどの気軽にみどりや水に親しむことができるふれあいの場 修［七 ・利籾llサイクリング道路 仕会体育課

の整備を拍進しま仁 の整備を推進しま丸　　　　　　・ の整備は概ね完了したた
め、 活用に修正

修正：赤

追加：青
一一

削除1緑
a
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都市計画マスタープラン見直し検討資料（第3章）

見直し案 現　行
野田市都市計画マスタープラン素案 野田市都市計画マスターブラン 旧頁

表 第3章部門別方針 第3章部門別方針 分類 変更及び追加理由 担当課

題 3－9　野田市を満喫できる環境づくり 3－9　野田市を満喫できる環境づくり 52～53 ．

～観光・文化・スポーツ・レクリエーション環境整備の方針～
～観光・文化・スポーツ・レクリエーション環境整備の方針～

（2）新たな観光文化の創出とネットワーク化 （2）新たな観光文化の創出とネットワーク化

野出市を訪れる人々にやすらぎを与える貴重な歴史・文化遺産、水とみどりの豊かさをいか 野田市を訪れる人々にやすらぎを与える貴重な膠史・文化遣産、水とみどりの豊かさをいか

しながら、新しい魅力を付け加えた観光資源としてのネソトワーク1ヒを図りまポ しながら、新しい魅力を付け加えた観光資源としてのネットワーク1ヒを図ります。

また、市外から快適に観光に来ることができる交通網の整備とともに、散策コースとなる道 また、市外から快適に観光に来ることができる交通網の整備とともに、散策コースとなる道

路の機能強化を図りまず， 路の機能強化を図ります。

（3）市民活動を支える文化施設の充実 （3）市民活動を支える文化施設の充実

①文化センターの機能充実 ①文化センターの機能充実

地域文化の向上を図るため、様々な芸術文化に触れる機会を提供し、積極的な文1ヒ事業の展 地或文化の向上を図るため、様々な芸術文化に触れる機会を提供し、積穐酌な旦主避 修正 文言の整哩 社会教育課

開により、優れた芸術文1ヒ活動への啓発や市民参加型事業等創造性のある事業を行うととも の展開により、優れた芸術文化活動への啓発や市民参加型事業等創造性のある事業を行うとと

に、鑑賞能力の向上、文化を創造する人材の育成に努め、文化センターの機能充実を図りますb もに、鑑賞能力の向上、文化を創造する人抑7）育成に努め、文化センターの機能充実を図りま

仁

②公民館の機能充実 ②公民館の機能充実

身近な生涯学習の場となる公民館の機能充実に努めま丸 身近な生涯学習の場となる公民館の機能充実に努めます。

③博物館の機能充実 ③博物館の機能充実

地域の歴史や文化を学び、愛着や誇りを持つために、市民が直接参加しながら学び、研究し 地域の歴史や文化を学び、愛着や誇りを持つために、rh民が直接参加しながら学び、 研究し

交流する場に転換した博物館機能のさらなる充実を図ります。また、郷土資料の収集、整理・ 交流する場としての博物館への転換を図りま七また、郷土資料の収集、整理・保管、 調査・ 修正 ・ 時点修正 社会教育課
保管調査・研究により、野田市の文化的資源を再評価するとともに、鈴木貫太郎言［捻館にお 研究により、野田市の文化的資源を再評価するとともに、鈴木貫太郎記念館における展示方法

内容 ける展示方法や、博物館の在り方について検討し、博物館サービスの充実に努めます。 や、1専物館の在り方について検討し、博物館サービスの充実に努めます。
、

④図書館の機能充実 ④図書館の機能充実

生涯にわたる学習意欲の高まりに対応するため、興風図書館の保存機能の拡充を図り、図書 生涯にわたる学習意欲の高まりに対応するため、興風図書館の保存機能の拡充を図り、図書

貸出機能を有する他の機関と連携・協力して、豊富な資料の提洪、検索システムの拡充等、資 貸出機能を有する他の機関と連携・協力して、豊富な資料の提供、検索システムの拡充等、 資

料・情報提供の充実に努めま尤 料・情報提供の充実に努めまポ

（4）スポーツ、レクリコニーション環境の充実 （4）スポーツ、レクリエーション環境の充実

野田市の広大な自然空間をいかした市民の多様なスポーツ・レクリエーションニーズに対応す 野m市の広大な自然空間をいかした市民の多様なスポーツ・レクリエーションニーズに対応す

るため、野田市総合公園、野田市関宿総合公園、野田市スポーツ公園、各種スポーツ施設及びサ るため、野田市総合公園、野出市関宿総合公園、野田市スポーツ公園、各種スポーツ施設及びサ

イクリング道路などの整備を図り、さらに、地域スポーツ活動の推進及び関宿あおそら広場等の イクリング道路などの整備を図り、さらに、地域スポーツ活動の非1鮭及び関宿あおそら広場等の

レクリエーション施設の利川促進に努めます二 レクリエーション施設の利用促進に努めます三

（5）道の駅の整備 追加 ・ 道の駅の建設の事業化に 商工観光課
野出市の地域資源をアヒー一ルし、地域の魅力を伝え、訪れろ人々が喜び楽しむことができろ観 向けて基本構想等の検討

型蝋1とLて、さらに地域の人々も集い交流寸る活動拠点とな；はうな道の駅の早期整lll青に向け を始めたことから追記

て、基本構想を策定L、国と1砺義を進めEす．

修正：赤

追加：青

削除：緑

第3章一25
44



都市計画マスタープラン見直し検討資料（第4章）

見直し案 現　行
野田市都市計画マスター一プラン素案 野m市都市計画マスタープラン lH頁

表題

第4章地区別構想 第4章地区別構想
分類 変更及び追加理由 担当課

中表紙 中表紙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第4章　地区別構想　　・1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　1．・一一一．・．・．．一＿．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一．一．一一「一一．1A

　この章では、地区の特色や地区住民の声を十分に反映させ、より地区に密接したまちづくりを具

体的に考えていくもので七地区レベルの構想を地元に密着した市民の口常∠1活を通した観点より

定めていく「地区のまちづくりの方針」を定めるもので丸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第4章　地区別構想　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，ノ．「／　　　一「一、一一．一．一・、一．一一・．一．．　一

　この章では、地区の特色や地区住民の声を十分に反映させ、より地区に密接したまちつく

体的に考えていくもので尤地区レベルの構想を地元に密着した市民のH常生活を通した観点より

定めていく「地区のまちづくりの方釦を定めるものです。

一一

　　　　　　りを具

4－1　111央地区まちづくり構想

4－2　東部地区まちづくり構想

4－3　南部地区まちづくり構想

4－4　北部地区まちづくり構想

4－5川間地区まちづくり構想

4－6　福田地区まちづくり構想

4－7　関宿北部地区まちづくり構想

4－8　関宿中部地区まちづくり構想

4－9　関宿南部地区まちづくり構想

「

4－1　中央地区まちづくり構想

4－2　東部地区まちづくり構想

4－3　南部地区まちづくり構想

4－4　北部地区まちづくり構想

4－5　川間地区まちづくり構想

4－6　福田地区まちづくり構想

4－7関宿北部地区まちづくり構想

4－8　関宿中部地区まちづくり構想

4－9　関宿南部地区まちづくり構想
内容
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都市計画マスタープラン見直し検討資料（第4章）

見直し案 現　　行

表
野田市都市刮画マスタープラン素案 野m市都市計画マスタープラン 旧頁

題
第4章地区別構想 第4章地区別構想

分類 変更及び追加理由 担当課
55

地区別構想の考え方 地区別構想の考え方

都市計両マスタープランは、市の建設に関する樹購想である「野田r情総合計画」と千葉県が定 都市計画マスターフ’ランは、市の建設に関する基本構想である｜野田市総合計画と千葉県が定

める広域的なまちづくりの計画である「都市言1画凶或の整備、開発及び保全の方釦に即して（矛 める広1或的なまちづくりの計画である「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」に即して（矛

盾しないように）定めるものです．したがって、地区別構想は、「野田市総合計画」や「都市計画 盾しないように）定めるものです。したがって、地区別構想は、1野田市総合計画」や 「都市計画

区域の整備、開発及び保全の方鉤における市全体の都riイ構造や上地利用を基に、地区ごとの現況 区域の整備、開発及び保全の方針」における市全体の都市構造や．1二地利用を基に、地区ごとの現況

や課題を踏まえて、各地区の特性に応じたあるべき将来像や市民に身近な視点からのまちづくりの や課題を踏まえて、各地区の特i生に応じたあるべき将来像や市民に身近な視点からのまちづくりの

方針などを示すものとなりま尤 方針などを示すものとなります二

地区区分の考え方 地区区分の考え方

地区区分に当たっては、中学校区などの生活圏や歴史的なつながり、市民参加における地区とし 地区区分に当たっては、中学校区などの生活圏や歴史的なっながり、市民参加における地区と し

ての一休性やまとまりを考慮した上で、市民にとって身近で分かりやすいものとする必要がありま ての・体性やまとまりを考慮した上で、市民にとって身近で分かりやすいものとする必要がありま

す。そこで、幹線道路や鉄道線路などの分断要素や土地利用状況、生活面でのつながりなどを考慮 丸そこで、幹線道路や鉄道線路などの分祈要素や士地利用状況、生活面でのっながりなどを考慮

内容

した上で、市域を9地区に区分しま仁 した上で、市域を9地区に区分しま主

A
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見直し案 現　　行

野田市都市言1辿iマスタープラン素案 野田市都市計画マスタープラン 旧頁
表

題
第4章 地区別構想 第4章 地区別構想

分類 変更及び追加理由 担当課

4－1 中央地区のまちづくり構想 4－1 中央地区のまちづくり構想
56～57

1） 地区の現況 1） 地区の現況

中央地区は、野田市の行政、文化、産業などのIlI心地として発展してきた地区であり、市役所、 中央地区は、野田市の行政、文化、産業などの中心地として発展してきた地区であり、 市役所、

襖のホールなどの公共施設が立地し、東武野田線の野閏市駅、愛宕駅、清水公園駅の3駅が設置 俸のホールなどの公共施設が立地するとともに、東武野田線の野田市駅、愛宕駅、 清水公園駅の

されています。また、市の伝統的な産業である醤油醸造業を中心とした⊥業地が地区のIlI心部に 3駅が設置されています。また、市の伝統的な産業である醤｝ll醸造業をliI心とした工業地が地区

形成されてい≡支す。 のlll心部に形成されています。

地区の北側には、良好な白然環境やスポーツ・レクリエーション施設を有する野田rb総合公園 地区の北側には、良好な自然環境やスポーツ・レクリエーション施設を有する野田市総合公園

が位置し、東1則に中央の杜、西側には江戸川が流れるなど、水やみどりに囲まれているとともに、 が位置し、東側に中央の杜、西側には江戸川が流れるなど、水やみどりに囲まれているとともに、

市街地内においては、国の登録文化財でもある興風会館や野出市市民会館、国の指定名勝である 市街地内においては、国の登録文化財でもある興風会館や野田市市民会館、国の指定名勝である

高梨氏庭園など歴史的資源が点在しています。 高梨氏庭園など歴史的資源が点在しています。

丁要な道路としては、南北軸を走る主要地方道結城野出線、外郭環状道路となる都市計画道路 丁要な道路としては、南僻由を走る主要地方道結城野田線、外享1微㈹首路となる都市言1画道路

山1崎占春線、東西軸を走る主要地方道っくば野出線、越谷野田線、野m牛久線が挙げられま尤 山崎吉春線、東西軸を走る主要上｛肪道つくば野m線、越谷野田線、野田牛婦｝とが挙げられます二

2） 地区の課題 2） 地区の課題

叩央地区の主なまちづくりの課題として、以ドのとおりまとめます。 中央地区の主なまちづくりの課題として、以下のとおりまとめます、

○ 地区叩心部における回遊性の確保や現存商店街の充実、商業業務機能の集積、 周辺の道路整 ○ 地区llI心部における回遊性の確保や既存商店街の充実、商業業務機能の集積、 周辺の道路整

備による中心市街地の活1生化 備による中心市街地の活1生化

○ 中心市街地の核となる野m市駅、愛宕駅周辺の整備充実 ○ 中心市往弛の核となる野m市駅、愛宕駅周辺の整備充実

○ 野出橋周辺や野田市駅、愛宕駅周辺の交通渋滞解消による地区内交通の円滑化 ○ 野田橋周辺や野田市駅、愛宕駅周辺の交通渋滞解消による地区内交通の円滑化

○ 野田市総合公園を始めとする地区内のレクリエーション資源及びその周辺における緑地空 ○ 野田赫窓合公園を始めとする地区内のレクリエーション資源及びその周辺における緑地空

問などの保全・活用 問などの保全・活用

○ 地区内に点在する歴史文化資源の保全と、それらの活用による市の玄関口としてふさわしい ○ 地区内に点在する歴史文化資源の保全と、それらの活川による市の玄関口としてふさわしい

内 景観の形成 景観の形成

容
3） 地区の将来像 3） 地区の将来像

地区の現況や課題を踏まえ、中央地区のあるべき」練像を次のとおり設定します。 地区の現況や課題を踏まえ、rlコ央地区のあるべき将来像を次のとおり設定します，

～野田の伝統産業・歴史・文化を発信する、 ～野田の伝統産業・歴史・文化を発信する、

にぎわいと活力に満ちたまち～ にぎわいと活力に満ちたまち～

4） まちづくりの基本目標 4） まちづくりの基本目標

中央地区の将来像を実現し、地区の特色をいかしたまちづくりを行うため、まちつく りの基本 中央地区の将来像を実現し、地区の特色をいかしたまちづくりを行うため、まちつく りの基本

目標を以ドのとおり設定します。 目標を以下のとおり設定します。

①野田市駅・愛宕駅周辺等に都市機能を集積’し、魅力と活力に満ちた拠点つく　　　　　　　　　　　＝

りを ①野田市駅・愛宕駅周辺に都市機能を集積し、魅力と活力に満ちた拠点つく りを目 追1川 ・同盟会調査での新駅の想 市政推進室

目指します 指します 定を受けて、拠点を追加

②中心市街地を核とした、だれもが快適に暮らせるコンパクトな市街地の形成を目 ②1．1心市街地を核とした、だれもが快適に暮らせるコンパクトな市街地の形成を口

指します 指します

③野m市の伝統産業や、貴重な歴史的・文化的資源とふれあえるまちつく りを目指 ③野田巾の伝統産業や、貴重な歴史的・文化的資源とふれあえるまちつく りを目指

します します 修正：赤

追加：青
一

削　除；緑
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都市計画マスタープラン見直し検討資料（第4章）

見直し案 現　行
野田市都市計画マスターブラン素案 野田市都市計画マスタープラン i日頁

表題

第4章地区別構想 第4章地区別構想
分類 変更及び追加理由 担当課

4－1　rl・1央地区のまちづくり構想 4－1　中央地区のまちづくり構想
58～59

5）まちづくりの方針 5）まちづくりの方針

中央地区の基本目標を実現するための方針を以下のとおり示します． IlI央地区の基本目標を実現するための方針を以ドのとおり示しま『む

○野田市駅周辺は、東武野田線連続立体交差事業と　・体となった駅前広駅朽尺前線等の市街地整 ○野rn市駅周辺は、東武野出線連続立体交差事業と一1本となった駅前広場籾尺前線等の市f封山整

備を脂止し、野田市の伝統的な産業のある工業地と、商業・業務機能が共存した圭ちづくりを 備を推進し、野円rhの伝統的な産業のある工業地と、商業・業務機能が共σしたまちづくりを

進めます。 進めます。

○愛宕駅周辺は、市の中心的な商業業務地区を形成するため、東武野爪線連続立体交差事業と一 ○愛宕駅周辺は、市の中心的な商業業務地区を形成するため、東武野田線連続立体交差事業と一

体となった駅前広場や駅前線等の市街地整備を推進し、中心市街地にふさわしい商業・業務機 体となった駅前広場ぺ講尺前線等の市御也整備を摺進し、中心市街地にふさわしい商業・業務機

能の集積を図ります。 能の集績を図ります．

○中心市街地における歴史的資源の保全・活川や、潤いある緑地空間の創出により、楽しく回遊 ○中心市徒弛における歴史的資源の保全・活用や、潤いある緑地空間の創出により、 楽しく回遊

できる都市空間の形成を図りま仁 できる都市空間の形成を図ります。

○中心市街地の商業施設の充実を促進するとともに、主要道路の沿道を利用したにぎわいあるま ○中心市径＃也の商業施設の充実を促進するとともに、主要道路の沿道を利用したにぎわいあるま

ちづくりを進め、互いに連携した商業環境の整備を図ります。 ちづくりを進め、互いに連携した商業環境の整備を図ります。

○中心市街地の渋滞解消等、交通の利便性を向上させるため、都市言｜画道路堤台柳鵬i↓、清水公 ○中心市街地の渋滞解消等、交通の利便性を向トさせるため、都市計画道路堤台柳沢線、 清水公

園駅肖1瀬と、中野台IlI根線の整備を進め、　t要地〃道つくば野rr噺1の整備を促進し主＋ 園駅前線、中野台中‡蹄｝との整備を進めます三 追力rl ・整・開・保の方針と整合 都市整備課

内 させ、 連続立体交差事業に

容 併せた整備が必要なため

○主要地方道越谷野田線の野田橋付近の4申線化を促進し、埼：E県との円滑な交通の実現に努め ○主要地方道越谷野田線の野田橋付近の4車線化を促進し、埼玉県との円滑な交通の実現に努め

ま丸 ま女

○伝統的な産業のある上業地と商業・業務が共存したまちづくりを進め、訪れた人が市の伝統を ○伝統的な産業のある工業地と商業・業務が共存したまちづくりを進め、訪れた人が市の伝統を

感じられるような空間形成を図りま丸 感じられるような空問形成を図ります。

OIl：1央の杜を野田市のみどりのシンボルとして整備・保全するとともに、江戸川や、野田市総合 ○中央の杜を野田市のみどりのシンボルとして整備・保全するとともに、江戸川や、 野m市総合
公園周辺の自然環境の保全を図り、自然を身近に感じられる空間整備を進めまポ 公園周辺の自然環境の保全を図り、自然を身近に感じられる空間整備を進めます。

削除 ・座生川1号調節池スポー 社会体育課

○野rn市総合公園の機能充実や、スポーツ・レクリエーションの楽しめる環境整備を推進しま七 ○野田市総合公園の機能充実や、座口1回1禦珊煎辿塗ul川し仁る亦二．ッ広場沙整備に．k．仏．ス ツ広場は少年野球場1面
ポーツ・レクリエーションの楽しめる環境整備を推進します。 が整備され、その他の整備

○地区内に点在する歴史文化資源の保全・活用により、身近に歴史や文化とふれあえる環境を創 計画がないため
出します。　．

○地区内に点在する歴史文化資源の保全・活用により、身近に歴史や文化とふれあえる環境を創

出しまポ

修正；赤

追加：青

削除：緑
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表

題

内

容

見直し案

野田市都市計画マスタープラン素案

第4章　地［窃II構想

4－1　中央地区のまちづくり構想

現　行
野出市都市計画マスターブラン

第4章　地区男｜階想

4－1　中央地区のまちづくり構想

旧頁

58～59

凡　例

［＝：：：］市民の憩いの場となる禄地空間

［：：：：コ農地等と集落か共存する地域

’ ，㌧，㌧、優良な農地を保全する地域

［：：：：［住環境の向上を図る地域

＝ゆとりある住宅地を保全する地域
一野田市の文化をアヒールする商業地
一地区住民の日常隔買を満たす商業地
［：：：］野出市の集客力を高める複合施設地区

‘　　　　野田市の中心的な商業・業務を推進する地域
［：：：：コ野田市の伝統的な産業のある工業地と商業・業拐か共存す’る姐り夜

＝野田市の伝統的な産業のある工業地
［：：：：］工業と住宅の共生を図る地域

＝先端技術の研究・問発と人材育成の場となる地区
1己：：コス締豊かて良好なまちなみ景観を形成する地区

一広域幹線道路
一幹線道路
一捕助幹線道路
ヨエ亡：巨※武野田線く短線化の促進〕

‘‘“‘“　道路機能を強化する区間

乙：＝：う鉄道高架区聞

‘・－tgl河日L調節池、水路

◎
o
謬
■

⑨

O
☆

☆

＊

行政拠点、

地域・文化槌点

スポーツ拠点

小・中学校

公民館

福祉施設

歴史文化資源

自然盲源

駅を中心としたサーヒス拠点

一・一・一地区界

第4章一5

分類

修1王

変更及び追加理由

・野田駅西地区を中心的な

商業・業務を推進する地域

に修正

・主要地方道松戸野田線の

名称を市道川崎野田線に

修iE

・市街化調整区域内の将来

土地利用を誘導する沿道

及びエリアを追加

・桜木地区の浸水対策地区

を追加

担当課

都市元．卜画言果

下水道課

修正　赤

追加　青

削除　緑
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見直し案 現　行

表
野田市都市計画マスタープラン素案 野田市都市計画マスタープラン lH頁

担当課
題『

第4章地区別構想 第4章 地区別構想
分類 変更及び追加理由

4－－2　東部地区まちづくり構想 4－・2 東部地区まちづくり構想
60～61

D 地区の現況 D 地区の現況

東部地区は、農地や農家集落を中心とした地区であり、市径弛は、国道16号と主要地方道つ 東部地区は、農地や農家集落を1｜1心とした地区であり、市撮也は、国道16号と†要地方道つ

くば野田線の交差部を中心に形成されていま十，また、高齢者や璋がい者などの福祉施設が集積 くば野出線の交差部を中心に形成されてい圭す。また、高齢者郡章がい者などの福祉施設が集積

しています、 しています。

地区の東側には利根川が流れ、利恨川沿いには豊かな田園瓜量や緑地が広がっています。また、 地区の東側には利眼川が1充れ、利限川沿いには豊かな田園風景一や緑地が広がってし ・ます。また、

ゴルフ場の緑地、樹林地が点在するなど、自然環境に恵まれています。 ゴルフ場の紺也、樹林地が点在するなど、自然環境に恵まれていま尤

丁要な道路としては、外享1蝶状道路の・部である主要地方道我孫子関宿線と、東西方向の幹線 主要な道路としては、外郭環状道路の一剖である主要地方道我孫了・関宿線と、東西方向の幹線

道路である丁要地方道つくは聾出線が通っていますc 道路である丁要地方道つくば野田線が通っています。

2） 地区の課題 2） 地区の課題

東部地区の主なまちづくりの課題として、以下のとおりまとめまポ 東部地区の主なまちづくりの課題として、以下のとおりまとめます。

○利根川や樹林地などの良好な自然環境や田園景観の保全・活用 ○ 利根川や樹林地などの良好な自然環境や田園景観の保全・活用

○ 利］酬1河r傲などの活用によるレクリユーション機能の強化 ○ 利側ll河川敷などの活用によるレクリエーション機能の強化

○ 他地域との連携を強化するとともに、地区内での移動の円滑化に向けた道路の整備・充実 ○ 他地域との連携を強化するとともに、地区内での移動の円滑化に向けた道路の整備 ・ 充実

3） 地区の将来像 3） 地区の将来像

地区の現況や課題を踏まえ、東部地区のあるべき将来像を次のとおり設定します。 地区の現況や課題を踏まえ、東部地区のあるべき将来像を次のとおり設定します．

～みどり豊かな自然環境に囲まれた、
～みどり豊かな自然環境に1刮まれた、

内 やさしさとやすらぎのあるまち～ やさしさとやすらぎのあるまち～

容

4） まちづくりの基本目標 4） まちづくりの基本U標

東部地区の将来像を実現し、地区の特色をいかしたまちづくりを行うため、まちつく りの基本 東部地区の将来像を実現し、地区の特色をいかしたまちづくりを行うため、まちつく りの基本

目標を以下のとおり設定します。 目標を以下のとおり設定します。

①みどりに囲まれた、自然と共生するまちづくりを目指します ①みどりに囲まれた、自然と共生するまちづくりを目指します

②豊かな田園、水辺環境を活用した、水とみどりに親しめるまちづくりを目指しま ②豊かな田園、水辺環境を活用した、水とみどりに親しめるまちづくりを目指しま

す す

③安全でθ樋な生活環境を創出し、安心とやすらぎのあるまちづくりを口指します ③安令で1夫適な生活環境を創出し、安心とやすらぎのあるまちづくりを目指します

、
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見直し案 現　行
野田市都市計画マスタープラン素案 野田市都市計画マスタープラン 旧頁

変更及び追加理由 担当課表

題
第4章地区別構想 第4章地区男嚇想

分類

4－2　東部地区まちづくり構想 4－2　東部地区まちづくり構想
62へ63

5）まちづくりの方針 5）まちづくりの方針

東部地区の基本目標を実現するための方針を以下のとおり示します， 東部地区の基本目標を実現するための方針を以下のとおり示しますこ

○農地を中心とした農村の豊かな自然資源の保全・活用を図り、自然と共生したまちづくりを進 ○農地を中心とした農村の豊かな自然資源の保全・活用を図り、自然と共生したまちつく りを進

めます。 めます。

○利樹ll以西に位置する良好な田園や自然環境の積極的な保全を図ります。 ○利樹ll以西に位置する良好な田園や自然環境の積極的な保全を図ります。

○豊かな田園や山林により形成される緑地空間や、利根川、水路、沼などにより形成される水辺 ○豊かな田園や山林により形成される緑地空間や、禾1脚ll、水路、沼などにより形成される水辺

空間の保全を図り、まちの至る所で水やみどりを感じられるような空間形成を図ります。 空間の保全を図り、まちの至る所で水やみどりを感じられるような空間形成を図りますc

○主要地方道つくば野田線の芽吹大橋付近の4車線化や、外郭環状道路となる主要地方道我孫子 ○主要地方道っくば野田線の梁次大橋付近の4車線化や、外郭環状道路となる主要地方道我孫子

関宿線など、地区の骨格を成す道路の機能強化などを促進し、安全で快適な生活環境を創出し 関宿線など、地区の骨格を成す道路の機能強化などを促進し、安全で快適な生活環境を創出し

内容

ま七 ますC

都市計画マスタープラン見直し検討資料（第4章）1
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都市計画マスタープラン見直し検討資料（第4章）

表

題

内

容

見直し案

野田市都市引画マスタープラン素案

第4章　地区別購想

4＝2　東部地区まちづくり構想

東部地区方針図

市

将

沿

道路

凡　例

［：：コ市民の憩いの場となる緑地空間

［：：：コ農地等と集落が共存する地域

ぐでis／N　優良な農地を保全する地域

［：：：］住環境の向上を図る地域

［：：：コゆとりある住宅地を保全する地域

‘11111111MIl幹線道路沿道開発誘導ゾーン

一広域幹線道路
tl‘tll‘道路援能を強化する区間

一河川、調節池、水路

　■　　小・中学校

　●　　公民館

　O　　　福祉施設

　O　　　その他の公共施設

［＝＝コゴルフ場

一・一・－tVl区界

現　　行

野田市都市言1画マスタープラン

第4章　地区別構想

4－2　東細也区まちづくり構想、

旧頁

62～63

凡　例

［：：：：］市民の憩いの場となる緑地空間

［二：：：］農地等と集落か共存する地域

こ’く〆［’C’」榎良な農地を保全する地城

［：：：コ住環境の向上を図る地域

［：：：：］ゆとりある住宅地を保全する地域

一広域幹線道路
‘H‘‘‘1道路鳥能を強化する区間

一河川、調節池、水路

　■　　　　」、・中学f交

　●　　公民館

　o　　福祉施設

　o　　　その他の公共施設

E：＝：］a．ルフca

＿，＿．＿地区界

第4章一8

分類

修正

変更及び追加理由

・市街化調整区域内の将来

土地利用を誘導する沿道

を追加

・ 不燃物処理施設を追加

担当課

都市計画課

都市計画課
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見直し案 現　行
野田r賭「1市計画マスタープラン素案 野m市都市計画マスタープラン 旧頁

担当課表

題
第4章地区別構想 第4章 地区別構想

分類 変更及び追加理由

4－3　南部地区まちづくり構想 4－3 南部地区まちづくり構想
6！1～65

1） 地区の現況 1） 地区の現況

南部地区は、梅凋駅西上地区画整理事業、駅の東西連絡自由通路、梅郷駅東側の駅前広場や都 南部地区は、｛蹴鰍！西土地区画整理事業、駅の東西連絡自山通路、梅郷駅東側の駅前広場や・都

市計画道路の整備など、駅を中心とした市働也整備により、良好な市街地環境が形成されつつあ 市計画道路の整備など、駅を中心とした市f畢也整備により、良好な市街地環境が形成されつつあ

ります。また、みずき地区にっいても計画的な住宅地が形成されています。地区の西1則には江戸 ります。また、みずき地区についても計画的な住宅地が形成されていま方地区の西1則には江戸

川、南側には利根運河が流れ、江戸川沿いには優良な出園地帯が広がっています。 川、南1則には利眼運河が流れ、江戸川沿いには優良な田園地帯が広がっていますご

主要な道路として、外郭環状道路となる都市言1画道路今上木剛翻iとや†要地方道松戸野m線が 丁要な道路として、外郭環状道路となる都市計画道路今1：木里自「奇紡Rや主要地方道松戸野田線が

通っています。利根運河沿いには、東京理科大学の広大なキャンパスが広がっています。 通っています．利根運河沿いには、東京理科大学の広大なキャンパスが広がっていま仁

2） 地区の課題 2） 地区の課題．

南部地区の主なまちづくりの課題として、以下のとおりまとめます三 南部地区の主なまちづくりの課題として、以下のとおりまとめます。

○ 地区住民の牛活の中心となる梅郷駅周辺の整備充実 ○ 地区住民の生活の中心となる梅郷駅周辺の整備充実

○ 都市基盤などの計画的な整備による、良好な環境を有する住宅地め形成 ○ 都市基盤などの計画的な整備による、良好な環境を有する住宅地の形成

○ 江戸川＼利根運河などの自然環境や田園風景の保令・活用 ○ 江戸川、利根運河などの自然環境や田園風景の保全・活用

○ 他地域との連携を強化するとともに、地区内での移動の円滑化に向けた道路の整備充実 ○ 他地域との連携を強化するとともに、地区内での移動の円滑化に向けた道路の整備充実

○ 排水不良地区の改善を図るための雨水幹線の整備 垣加 ・ 現伏、 豪雨時に浸水被害 下水道課

等があり課題であるため
3） 地区の将来像 3） 地区の将来像

内 地区の現況や課題を踏まえ、南部地区のあるべき将来像を次のとおり設定します。 地区の現況や課題を踏まえ、南部地区のあるべき将来像を次のとおり設定します。

容
～みどり豊かな住宅地が広がり、

～みどり豊かな住宅地が広がり、

若い世代が交流する活気あふれるまち～ 若い1日代が交流する活気あふれるまち～

4） まちづくりの基本目標 4） まちづくりの基本目標

南部地区の将来像を実現し、地区の特色をいかしたまちづくりを行うため、まちつく りの基本 南部地区の」味像を実現し、地区の特色をいかしたまちづくりを行うため、まちつく りの基本

目標を以下のとおり設定しま『仁 目標を以下のとおり設定します。

①梅郷駅周辺に都市機能を集積し、発展性をもった活気あふれる拠点つく りを目指 ①梅郷駅周辺に都市機能を集積し、発展性をもった活気あふれる拠点つく りを目指

します します

②隣接する市と自由に交流できる、快適で便利なまちづくりを目指します ②隣接する市と自由に交流できる、快適で便利なまちづくりを口指します

③みどり豊かな街並みを創出し、ゆとりと魅力あるまちづくりを目指します ③みどり豊かな街並みを創出し、ゆとりと魅力あるまちづくりを日指します

修正．赤

追加；青

削　除；緑
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表
野田市都市計画マスタープラン素案 野田市都市計画マスタープラン 旧頁

題
第4章地区別構想 第4章地区別構想

分類 変更及び追加理由 担当課

4－3　南部地区まちづくり構想 4－・3南部地区まちづくり構想
66～67

5）まちづくりの方針 5）まちづくりの方針

南部地区の基本目標を実現するための方針を以ドのとおり示します三 南部地区の基本目標を実現するための方針を以下のとおり示します。

○地区のサービス拠点として地区住民の利便1生を高めるため、駐輪場などの整備を推進し、商業 ○地区のサービス拠点として地区住民の利便｝生を高めるため、駐輪場などの整備を推進し、商業

サービス機能の強1ヒを図ります， サービス機能の強化を図りまポ

O磁聯尺二亘㌃！：z：ピ，ろ強鯉）力∪、．都帽L画固釜陀！陛1肌1而処！㍑備を1〔鯉L圭：L．． 削除 ・n26年ll月に梅郷西駅前 都市整備課

線の整備が完了のため

○外郭環状道路となる都市言｜画道路今卜木里醐線の整備を促進しま仁 ○外郭環状道路となる都市計画道路今卜木矧締i↓の整備を促進します。

○梅郷駅を中心に広がる、ゆとりある住宅地は、住環境の保全に努めるとともに、みどり豊かで ○梅郷駅を中心に広がる、ゆとりある住宅地は、住環境の保全に努めるとともに、みどり豊かで

良好な街並み景観の形成などにより、更に質の高い空間形成を図ります． 良好な街並み景観の形成などにより、更に質の高い空間形成を図ります。
．

○ゆとりと魅力ある空間を形成するため、江戸川以東に広がる田園風景や自然環境の積極的な保 ○ゆとりと魅力ある空間を形成するため、江戸川以東に広がる田園風景や自然環境の積極的な保

全を図ります。 全を図ります。

○自然とふれあう空間を享受するため、江戸川及び利根運河の自然環境の保全を図りま『仁 ○自然とふれあう空間を亨：受するため、江戸川及び利根運河の自然環境の保全を図ります。

○排水イ・良地区の改善を図ろため、桜木地区において雨水幹線の整備を推進しま寸 追ノ10 ・ 桜木地区の雨水幹線につ ド水道課

内容

定

いては事業認可取得を予

修正：赤

追加：青
削除：緑　　　　　　「
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都市計画マスタープラン見直し検討資料（第3章）見直し案現　行野田市都市計画マスタープラン素案野田市都市計画マスターブラン旧頁表題第3章部1川別方針第3章部川別方針分類変更及び追加理由担当課433−5　ゆとりある生活を送れる斑尭づくり　〜庄宅・住環境整備の方劃〜3−5　ゆとりある生活を1刮’しる脳亮づくり　〜住宅・住環境整備の方針〜�A高齢者、障がい者及び働く女性が住み続けられる住宅の供給・支援（2）高齢者、障がい者及0澗1く女1牛が住み続けられる住宅の供給・支援高齢者べ樟がい者等については、住宅の段差解消等の住宅のバリアフリー化を図り、住みや高齢者や障がい者等については、住宅の段差解消等の庄宅のバリアフリー化を図り、住みやすい環境づくりを推逃します、すい環境づくりを推進しま古また、共働きlll：帯の増加などによる働く女1牛のために、福祉サービス（子供σ）保育など）をまた、共働き世帯の増加などによる働く女性のために、福祉ナービス（子供の保育など）を考慮した住宅供給・支援を推進します，考慮した住宅供給・支援を推進します三�Bまちづくりと合わせた住宅住環境の保全と創出（3）まちづくりと合わせた住宅・住環境の保全と創出�@良好な庄環境の維持・充実�@良好な庄環境の維持・充実十地区画整理事業により整備された住宅地は、既に良好な住環境が形成されており、その維十地区画整理事業による長らづくりと合わせた住宅地は、既に良好な住環境が形成されてお修正・文言整理都市整備課持・充実を図りま仁り、その維持・充実を図ります。�A地区計画制度による良好な住環境の誘導�A地区計画制度による良好な住環境の誘導土地区画整哩事業によるまちづくりが行われる地区などについては、地区計画制度などの導上地区画整理事業によるまちづくりが行われる地区などにっいては、地区計画制度などの導入により、みどり豊かで良好な住環境を誘導しま主人により、みどり豊かで良好な住環境を誘導します。�B既成市街地における住環境の向上�B既成市街地における住環境の向上建物が密集した既成市街地においては、まちづくりと合わせた狭隆（きょうあい）道路など建物が密集した既成市街地においては、まちづくりと合わせた狭隆（きょうあい）道路など内容の整備・改善に努めるとともに、日照、通風の確保を促進し、良好な住環境の創出を図りますcの整備・改善に努めるとともに、日照、通風の確保を促進し、良好な庄環境の創出を図ります。修正：赤追加：青削除：緑第3章一1736都市計画マスタープラン見直し検討資料（第3章）見直し案現　行表野田市都市計画マスタープラン素案野田市都市計画マスターブラン旧頁題第3章部門別方針第3章部門別方針分類変更及び追加理由担当課3−6　資源を活かした風景づくり　〜都市景観形成の方針〜3−6　資源を活かした風景づくり　〜都市景観形成の方針〜44D基本方針1）基本方針ω白然・地形をいかした景観形成（1）自然・地形をいかした景観形成多様な白然・地形などの白然環境をいかした野田市の原風景を大切にした景観形成を図りま多様な自然・地形などの白然環境をいかした野田市の原風景を大切にした景観形成を図りまt、寸二（2）歴史・文化、産業の蓄積をいかした景観形成（2）歴史・文化、産業の蓄積をいかした景観形成野田市の長い歴史の中で育まれた歴史的な街並みなどを活用し、これらと調和した景観形成野田市の発展の基礎となった醤油産業の歴史などによる街並みを活用し、これらと調和した修il三・景観形成に活用する女橡都市計画課を図りま．七景観形成を図るため、行政のみならず市民や市業首幽が参加できろ場を整備L、条例等のルー一ルを拡大べ珊度づくりに努めまず修正・表現を統一し、具体］的な都市計画課内容を次ページに追加�Bまちづくりと合わせた新たな景観形成�Bまちづくりと合わせた新たな景観形成今後の上地区画整理事業などによるまちづくりでは、野田市の歴史的特1生や豊かなみどり、今後の土地区画整理事業などによるまちづくりでは、野田市の歴史的特性や豊かなみどり、潤いある水辺環境などとの調和に配慮しつつ、fl占性ある景観形成を図ります。潤いある水辺環境などとの調和に配慮しつつ、個性ある景観形成を図ります。2）具卵的な方針2）具体的な方針（1）自然・地形をいかした景観形成（1）白然・地形をいかした景観形成�@水辺景観や田園景観の保全�@水辺景観や田園景観の保全利樹ll、江戸川及θ汗ll恨運河の流れは、本市の自然の基調となっているばかりではなく、利利根川、江戸川及0汗1脹運河の流れは、本市の自然の基調となっているばかりではなく、利側ll、江戸川の両河川は、本市の骨格形成に大きく寄与してきた醤油産業の発達の源泉でもあ榔1｜、江戸川の両河川は、本市の骨格形成に大きく寄与してきた醤油産業の発達の源泉でもあ内ります。また、川辺の湿地や水田は、本市の原風景として多くの市民にも親しまれていることります。また、川辺の湿地や水田は、本市の原風景として多くの市民にも親しまれていること容から、これら河川及び川辺の湿地や、水田の自然景観の保全を図ります。から、これら河川及び川辺の湿地や、水田の白然景観の保全を図ります。�A斜面緑地や山林の景観の保全と活用�A斜面緑地や川林の景観の保全と活用台地と谷津の境界部に残された斜面緑地は、視覚的に低湿地を取り巻く樹林のようにとらえ台地と谷津の境界部に残された斜面緑地は、視覚的に低湿地を取り巻く樹林のようにとらえられ、野田市の自然環境の代表的な景観が形成されています。また、国道16号沿道に残されられ、野田市の白然環境の代表的な景観が形成されていまポまた、国道16号沿道に残されている山林は来訪者にみどり豊かな野田市を印象付ける重要な景観要素になっていることかている川林は来訪者にみどり豊かな野田市を印象付ける重要な景観要素になっていることから、これらの斜面緑地や山林の景観の保全とともに、野田市らしい景観を形成するため斜面林ら、これらの斜血緑地や山林の景観の保全とともに、野m市らしい景観を形成するため斜面林’や山林の景観を活用した街並みの形成を図ります。や山林の景観を活川した街並みの形成を図ります。修正：赤追加1青削除：緑第3章一1837都市計画マスタープラン見直し検討資料（第3章）見直し案現　行表野田市都市計画マスタープラン素案野田市都市計画マスターブラン1日頁題第3章部門別方針第3章部111｜別方針分類変更及び追加理由担当課453−．6　資源を活かした風景づくり　〜都市景観形成の方針〜3−6　資源を活かした風景づくり　〜都市景観形成の方針〜（2）歴史・文化、産業の蓄積をいかした景観形成�A歴史・文1ヒ、産業の蓄積をいかした景観形成�@野m市の歴史を伝える中心的な空間の形成�@野田市の歴史を伝える中心的な空間の形成野田市の代表的な歴史・文化資源を保全・活用し、市民が誇れ、来訪者に野田市の肚史・文野出市の代表的な歴史・文化資源を保全・活用し、市民が誇れ、来訪者に野田市の歴史・文1ヒを発信する景観形成を図ります．化を発信する景観形成を図ります。�A歴史的街並みの保存�A歴史的街並みの保存長い歴史の中で育まれた歴史的な街並みについて、市民が主となった街並み保存のための活長い歴史の中で育まれた歴史的な街並みについて、市民が†となった街並み保存のための活動を支援し、歴史的な景観形成を図ります。動を支援し、歴史的な景観形成を図りま主�B点在する身近な歴史的資源の保全と活用�B点在する身近な歴史的資源の保全と活用本市には、占代からの歴史を伝える貝塚や古墳、城跡などが点在しています。こうした歴史本市には、古代からの歴史を伝える貝塚や占墳、古榔亦などが点在しています。こうした歴修正・表記統一社．会教育課資源は、身近にある先人の生活の証として、市民が自分たちのまちの成り立ちを知り、地域へ史資源は、身近にある先人の生活の証として、市民が自分たちのまちの成り立ちを知り、地域の愛着を深める上では重要な資源となることから、地域住民にとっての郷土意識を育てる景観への愛着を深めるトでは重要な資源となることから、地域住民にとっての郷土意識を育てる景形成を推進します。観形成を推進します。（3）まちづくりと合わせた新たな量観形成�Bまちづくりと合わせた新たな景観形成上地区画整理事業による市街地形成や道路、公園整備などの公共事業と合わせた今後の街並土地区画整理事業による市街地形成や道路、公園整備などの公共事業と合わせた今後の街並みの検討に当たっては、野m市の景観特性を踏まえ、その景観に調和した適切なデザイン・色みの検討に当たっては、野田市の景観特性を踏まえ、その景観に調和した適切なデザイン・色彩などの誘導や生垣などの促進により、個1生豊かな街並みの形成を図りま丸特に桜の里地区彩などの誘導や生垣などの促進により、個性豊かな街並みの形成を図りま女特に桜の里地区などは、色彩景観形成のモデルとなるような景観の誘導を図りま丸などは、色彩景観形成のモデルとなるような景観の誘導を図ります、内また、公共施設の新設・改良の際においても、周辺の街並みとの調和に配慮した景観形成をまた、公共施設の新設・改良の際においても、周辺の街並みとの調和に配慮した景観形成を容図ります。図りま丸（D景観形成の誘導方針1自加・総合計画との整合都市計画課量観計画を策定L、景観法をはじめとする各種法令に基づく1：口制、誘導策を活用し、景観形成を図り圭づ［二また、市民の理解のもと、地域の自主的な取り組みを基本とLて、野川市らしい良好な景観や風景を守りいかすため��条例等のルーノレや制度を策定します。修正；赤追加：青削　除：緑，，，，P，．．．▲．1「第3章一1938都市計画マスタープラン見直し検討資料（第3章）見直し案現　行野m市都市言画マスタープラン素案野出市都rlT計画マスタープラン　・旧貝表題第3章部門別方針第3章部門別方針分類変更及び追加理由担当課3−7　安心して暮らせるまちづくり　〜福阯のまちづくりの方金1〜3−7　安心して暮らせるまちづくり　〜福祉のまちづくりの方針〜461）基本方針1）基本方針（1）ノーマライゼーションの思想に基づくまちづくりの川進（1）ノーマライゼーションの思想に基づくまちづくりの推進高齢者主樟がい者などを取り巻く牛活環尭の変化、社会参加への意欲の高まりの中で、様々高1蛉者．二、障がい者などを取り巻く生活環境の変化、社会参加への意欲の高まりの中で、様々修正・文言整理（表現統一）障がい者支援な人々が混在できる地域社会こそがノーマルな状態であるという識哉を持ち、高齢者ぺ樟がい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．な人々が混在できる地域社会こそがノーマルな状態であるという謡識を持ち、高齢者二障がい課者などのトL会的・心身的に弱い立場にある人たちの主俸性を尊重し、できる限り住み1貫れた地者などの社会的・心身的に弱い立場にある人たちの丁休性を尊車し、できる限り住み1貫れた地域且会の申で日立した生活を送れるようにするといった、ノーマライゼーションの思想に基づ域社会の中で自立した生活を送れるようにするといった、ノーマライゼーションの思想に基づいて、まちづくりを進めていきま七いて、まちづくりを進めていきます。（2）パートナーシップのψ進（2）パートナーシップの推進行政、社会を構成している個人、家庭、地域団体、各種ボランティアグノレーブ、民間企業な行政、祉会を構成している個人、家廷、地域団体、各種ボランティアグループ、民間企業などの協働関係によるまちづくりを進めま『れどの協働関係によるまちづくりを進めます。2）具体的な方針2）具体的な方針（Dバリアフリーのまちづくり（1）バリアフリーのまちづくり高齢者や障がい者などが安全で、Il夫適に日常生活を営み、社会からのサービスを平等に享受高齢者や障がい者などが安全で、快適に日常生活を営み、祉会からのサービスを平等に享受し、生活に関連した施設をだれもが利用できるように整備するなど、高齢者や璋がい者などのし、生活に関連した施設をだれもが利用できるように整備するなど、高損渚弐撞がじ噴などの．削除・文言の整理障がい者支援日常生活及び社会生活における物理的な障壁心理的な障壁、情報に関する障壁などの様々な日常生活及辞桧生活における物理的な障壁、心理的な障壁、情報に関する障壁などの様々な削除・文言の整理課障壁を取り除いていくなど、バリアフリーのまちづくりを推進しますご障壁を取り除いていくなど、バリアフリーのまちづくりを推進します。また、ハードの整備だけでなく、　．人一人がバリアを理解し、市民が互いに認め合う「心の追1川・総合計画との整合バリアフリー！を推進L圭す内容�@歩行者空問の確保�@歩行者空間の確保高齢者べ樟がい者などが1夫適に通行できるよう、歩道幅員の確保視覚障がい者誘導用プロ高齢者や障がい者などが快適に鉋できるよう、歩道幅員の確保、視覚障がい者誘導用プロ1彦正・文言の整理ックの設置、歩道勾配の緩和、段差の解消などにより、すべての人にやさしい歩道整備を推進ックの設置、歩道勾配の緩和、段差の解消などにより、すべての人にやさしい歩道整備を推進しま丸します三�A交通環境の整備�A交通環境の整備駅などにおけるエレベーターの設置など、公共交通機関を利用した移動の利便性の向上を図駅などにおけるエレベーターの設置など、公共交通機関を利用した移動の利園生の向上を図るため、野田市移動円滑化基本構想（＊36）に基づき、より一層のバリアフリー化を促進しまるため、野田市移動円滑化基本構想（＊133）に基づき、より一層のバリアフリー化を促進しま1彦正・用語追加による変更都市計画課す。七�B公共施設のバリアフリー化�B公共施設のバリアフリー化だれもが安心で快適に利用できるような公共施設のバリアフリー化を推進します。だれもが安心で1た適に利用できるような公共施設のバリアフリー1ヒを推進します。修正：赤追加，青．一一一「．・削除；緑r．、，1，、．，「，T．第3章一2039都市計画マスタープラン見直し検討資料（第3章）見直し案現　行野田市都市言h画マスタープラン素案野田市都市言1画マスタープラン1口頁表題第3章部門別方針第3章部門別方針分類変更及び追加理由担当課3−7安心して暮らせるまちづくり　〜福祉のまちづくりの方歪ト3−7　安心して暮らせるまちづくり　〜福祉のまちづくりの方針〜47内容�Aだれもが安心して住み続けられる福祉り競づくり�@総合福祉会館の利用　　民間福祉の総合的なサービスを提「共する活動の拠点である総合福祉会館において、NPO　　⊆）及び福祉を推進するボランティア団体等に対し、施設及び設備の提供並びに活動の支　援を行います。また、高年齢退職者の臨時的かつ短り］的な就業の機会を確保・提供するための　支援についても検討しまれ�A福祉施設の機能充実　　高齢者±障がい者などが住み1貰れた地域で安心して暮らせるよう、地或包括支援センターや　F1常生活上の足援、機能訓練などを行う場レしての高齢者のための融施設や、障がい者の医　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　療的ク’アや生活介護、白律訓練、就労訓練などを行う場としての障がい者支援施設の整備・機　能充実を図ります。　　また、保育需要の増大に対応するため、民間活力を利用しながら、保育所・学童保育所など　の施設整備、機能充実を図ります。�B　地域ぐるみ福祉ネットワークの推進　　地域福祉活動のための福祉コミュニティ形成を図るため、市内全域を基本福祉圏とし、社会　福祉協議会（＊38）を母体とした地区社会福祉協議会や、民間福祉団休と市の協動により、地　域ぐるみ福祉ネットワークづくりを非1雄します。�@了・ども館・老人福祉センターの整備　　丁どもたちと了育て世代を支援すろ処点として、また、世代の枠組みを超えた交流の拠点と（2）だれもが安心して住み続けられる福祉環境づくり�@総合福祉会館の利用　　民間福祉の総合l！l勺なサービスを提供する活動の拠点である総合福祉会館において、NPO　　（＊3D及び在亘祉を推進するボランティア団体等に対し、施設及び設備の提供並びに活動の支　援を行いま『仁また、高年齢退職者の臨時的かつ短期的な就業の機会を確保・提供するための　支援についても検討します，�A福祉施設の機能充実　　高齢者こ障がい者などが庄み1賞れた地域で安心して暮らせるよう、地域包括支援センターや　小規模多機i齪居宅介護、小規模特別養護老人ホーム、デイサー一ビ’スセンター一などの高齢者の　ための橘ll施設や、障がい者の特別な医学的治療や∠仁活訓練、職業訓練などを行う場としての　障がい者のための援護施設の整備・機能充実を図ります。　　また、保育需要の多樹ヒに対応するため、民間活力を利用しながら、保育所・学童保育所な　どの施設整備、機能充実を図ります。�B地域ぐるみ福祉ネットワークの推進　　地域福祉活動のための福祉コミュニティ形成を図るため、市内全域を基本福祉圏とし、社会　福祉協議会（＊35）を母体とした地区社会福祉協議会や、民間福祉団体と市の協働により、地　域ぐるみ福祉ネットワークづくりを推進します。　　　　　　　　　　．修正修IE修1七修正1鋤「卜ll多正修正修IE追加・用語1助nによる変更・文言整理（表現統一）・名称変更・．文言整理（修IE、1助n）・名称変更・文言整理（表現統一う・文言整理・用語追加による変更・子ども館・老人福祉センターの整備を推進するため都市計画課障肪者支援課介護保険課高喘支援課保育課都市計画課児童家庭課高齢者福祉課して、施設整備を拍進L長す修正：赤追加；青削除：緑　　　　　　．一一一　第3章一2140都市計画マスタープラン見直し検討資料（第3章）見直し案現　行野m市都市刮画マスタープラン素案野田市都市計画マスタープラン旧頁表題第3章部門別方針第3章部門別方針分類変更及び追加理由担当課3−8　災害に強い安全なまちづくり　〜防災・防犯まちづくりの方針〜3−8　災害に強い安全なまちづくり　〜防災・防犯まちづくりの方針〜48〜491）基本方針1）基本方針（1）防災まちづくりの拍進（D防災まちづくりσ）十1鮭災害時における市民の生命、身体及〔瀬す産の保護を図るため、安心して暮らせる都市を実現市民が安心Lて暮らせる主らづくりを進めるため、地法▽凪水害などの白然災害に強い都市修正・総合計画との整合防災安全課一〕一る仁合的な防災対λを進めるに当たり、［自助・共助・公助」により地］支の防災力向上に二取いi造の形成を図ろとともに、武力攻撃災害等に対する警∫艮の伝達、避難の指示のi産、避難住修正・文言整理都市計画課り組みま主また、自然災吉に強い都rh構造の形成を進め、安全な敵限1策の充実等を図りま民の碕導、救援等における市民の保護に関する1］＼制づくりを図り巨h．．主た、分かりやすく安す一一ユな防災・防犯の視点を取りん｝した避難吻所の確「呆及て刃臨1〔路のネソトワークなどにLる防災都市空間づくりを進め］三す（2）地域自立型の防犯体制の確立（2）地域白立型の防災・防犯体制の確立　　　　　　　．▼宴宴．．1．宴▼削除・総合計画との整合防災安全課市民が安全で安心した生活を送れるようにするため、犯罪を未然に防止するようタめろLρ防災・防犯の強化のためには、いざという時にお互いに助け合うことができるような⊥回或ぐ修正都市計画課もに、市、警察、地域の防犯組合が連携した防犯対策が重要で十そのため、防犯に役立つハるみの防災・防犯体制を構辛することが重要であり、自丁防災・防犯活動の啓発ぺ・支援などを一ド而の整備を進めるとともに、市民・人・人の防犯意識の1句卜、地域の防犯組合レ連携した通じ、自治会等と連携して、巾民の自主的な防災・防犯活動体制の確立に努めまポバトローノレの実施や空家の直IE管理の指導等のソフト面での対策を推進します，2）具体的な方針2）具f村勺な方針（1）治水対策の推進（1）治水対策の推進�@河川改修の促進�@河川改修の促進利根川、江戸川及び利根運河については、流域の浸水被害の軽減を図るため、河川改修を促利根川、江戸川及び利根運河については、流域の浸水被害の軽減を図るため、河川改修を促削除・超過洪水対策はスーパー管理課進します。特に江戸川については、利恨川水系利根川・江戸川剛ll壷備計画［大臣管理区問］進しま丸特に江戸川にっいては、超過洪水への対策として｝．．高規格堤防（＊3ω（スーパー堤防に対するもの層卜▼P●■．■■■■■■▼●■P■▼▼▼■●，■，●▼●■■■■■■■■内による整備を促進しますご堤防）の整備を促進しまポ修正・国の整備計画見直しによ管理課容また、くり堀川について旦、自然を保全しながら河川改修により治水機能の整備を図りま先1鷲川三2k弍は、．．δ漁さとの］．1匡デ∴噛業．．墜m．足よる沿川9？主らゴΩ．とニゴ翻｛1な河．．．皐．削除る修正川鼎壼整備を促進し圭す烏．，また、くり堀川についても、自然を保全しながら測1｜改修により治・座生川整備完了による都市整備課水機能の整備を図ります。�A公共下水道（雨水）の整備�A公共下水道（雨水）の整備公共下水道全体計画区域において、大雨などによる浸水常襲地区の解消を図るため、公共下公共下水道全体計画区域において、大雨などによる浸水常襲地区の解消を図るため、公共．ド水道の雨水整備を推進します三水道の雨水整備を推進します。�B浸水区域の改修・整備�B浸水区域の改修・整備阿部沼落堀の関宿中央小学校以北において、豪雨時に浸水による被害が発生しており、班丞阿部沼落堀の関宿高校以北や柏5耕｛水路の江戸川沿いにおいて、豪雨時に浸水による被害が　　　　　　　　　　　　　　　　　’．1’．．■■．■．≡・‘．■．．．削除・柏寺俳水路の江戸川沿い管理課不良地区の改善を図るため、親野井地区から木間ケ瀬地区において、雨水幹線、調整池等の整発生しており、これを解消するための排水路の整備を推進し土十、また、周辺環境との調和を修正（上流部）については、平備を推進します三上た、桜木地1ヌ：においても雨4く幹線の整備を促進します図ります，修正成2ため7年度に事業完了の◆ド水道課が上流部の雨水下水道課幹線の阿部沼調整池の都市計画決定。また、桜木地�C雨水流出抑制施策の非rl進�C雨水流出抑制施策の推進区の雨水幹線の事業認可集中豪雨など洪水時の河llへの流出軽減を図るため、引き続き調節池（＊39）の整備に努め集中豪雨など洪水時の河川への流出軽減を図るため、引き続き調節池（塑）の整備に努め取得を予定、るとともに、雨水の一時貯留施設を配置するなど公共施設を雨水流出抑制施設として積極的にるとともに、雨水の時貯留施設を配置するなど公共施設を雨水流出抑制施設として積極的に修1七◆用語追加による変更都市計画課活用します。また、道路の舗装、公共施設駐暢の整備に際しては、雨水浸透対策のため、透活用します。また、道路の舗装、公共施設駐市場の整備に際しては、雨水浸透対策のため、透水1生舗装などの導入に努めま主なお、大規模工場や大規模店舗、レストランなどの駐申場や水性舗装などの導入に努めま丸なお、大規模丁場や大規模店舗、レストランなどの駐車場や修正：赤個人の庄宅についても雨水浸透対策に対する積極的な協力を求めます。個人の住宅についても雨水浸透対策に対する積極的な協力を求めまれ追加：青削　除：緑「．．．．．P、．．第3章一2241都市計画マスタープラン見直し検討資料（第3章）見直し案現　行表野田市都市計画マスタープラン素案野田市都rh計画マスタープランlH頁題第3章部門別方針第3章部illl別方針分類変更及び追加浬由担当課3・−8　災害に強い安全なまちづくり　〜防災・防犯まちづくりの方劃〜3−8　災害に強い安全なまちつぐり　〜防災・防犯まちづくりの方剣〜・19〜50�A計画的な土地利用と市御也整備の推進（2）計画的な上止断1」用と市街地整備の推進市街地の都市基盤整備事業及び土地区画整理事業などの施行の際には、都市空間の整備・強市1昂也の都市基盤整備事業及び．【二地区画整理事業などの施行の際には、都市空間の整備・強化を図り、災害に強いまちづくりを進めます。また、木造密集市f上弛などの防災上危険な市街化を図り、災害に強いまちづくりを進めま古また、木造密集市徒弛などの防災卜危険な市街地は、狭い道路の拡幅整備や空地整備、建惣の不燃化の促進などにより延焼防ILに努め、良好地は、狭い道路の拡i1畠整備や空地整備、不燃化の促進などにより延焼防止に努め、良好な瑳境勘「1．文言の整理防災安全課な環境を維持している低層住宅地においては、宅地内におけるみどりの保全緑化の促進などを維持している低層住宅地においては、宅地内におけるみどりの保全、緑化の促進などによりにより防災面の維持向上を図ります二．防災面の維持向七を図ります、（3）避糎各等の整備�B避難路等の整備、7q；熟五Z上？二〃〕礁謝，肖ll除・定義がリ確でないため削防災安全課避難場所に指定されている公園や学校などにつながる避難路としての道路における歩道整避難場所に指定されている公園や学校などにつながる避辮各としての道路における歩道整除備と、火災の延焼防止効果のある街路樹などの整備を推進します。備と、火災の延焼防止効果のある街路樹などの整備を推進します。また災害時における緊急輸送に必要とノeる路線の機能椎保のため安全1生を高める。追ノJl．｜・地域防災計画の災害予防防災安全課計画による緊急輸送路確保に関する記述を追加�C避難場所等の整備�C避難場所等の整備避難場所に指定されている公園や学校などについて、その機能を確保するとともに、火災の避難場所に指定されている公園や学校などについて、その機能を確保するとともに、火災の延焼防止効果のある植栽や防災施設などの設置による機能強化を推進します，延焼防止効果のある植栽や防災施設などの設置による機能強化を推進しまポ�D建築物等の安全対策（5）建築物等の安全対策建築物などの耐震性の強化、不燃1生の誘導に努めまポ特に、既存建築物については、野田建築物などの耐震性の強化、不燃性の誘導に努めま尤特に、既存建築物については、野田市耐震改修1臓i画に基づき耐震化を促進しま丸道路に面した塀は、倒壊しにくい生垣など市耐震改f劇足進計画に基づき耐震化を促進しま丸道路に面した塀は、倒壊しにくい生垣などの設置を促進します。の設置を促進します。内�E防犯対策の推進�E防犯対策の推進容安心して主むことができる住環境づくりは「白分たちのまちは、白分たちで守る」という意野1」」市防犯組合への支援を通じて、白治会等との連携を促進し、全市域での白主防犯組識の修正・総合計画「基本目標4」防災安全課識のもと、市と防犯組合等の地域が連携し、防犯まちづくりを推進します、あわせて、防犯灯設立と関係機関・団体と連携した自†防犯パトロールを主とした防犯活動を推進します、の施策の内容に合わせてや防犯カメラの整備と機能管理を行い、防犯力の向トを図りまポ圭た、交番に準じた施設である安全安心ステーション（まめばん）を地域の白主防犯組織の修正また、防犯に関する情報を配信することで、市民と情報を共有し、安全に文同1る意識の高揚活動拠点とするとともに、青色回転灯搭載の防犯パトロール巾．による活動により、市内全域のや安心安全な社会環境を推進L圭す、防犯力の強1ヒに努めます．空家については、適正管理を指導するとともに、空家バンク制度の周知を行い、空家の有効活用を推進し圭す，修正：赤追加：青削　除：緑−■■■r■■．．−−r層第3章一2342都市計画マスタープラン見直し検討資料（第3章）見直し案現　行野田市都市計画マスタープラン素案野出市都市計画マスタープラン旧頁表第3章部門別方針第3章部門別方針分類変更及び追加理由担当課題3−9　野田市を瀞契できる環境づくり3−9　野田市を瀞契できる環境づくり51〜52〜観光・文化・スポーツ・レクリエーション環境整備の方到〜〜観光・文化・スポーツ・レクリエーション環境整備の方針〜1）基本方針1）基本方針（⊥）野田市の文化を支える歴史や目然資源の保全・活用（D野田市の文化を支える歴史や白然資源の保全・活用市内に点在する歴史、文化資源や、豊かな白然資源などは、野田市の文化を伝承し、新しい市内に点在する歴史、文化資源や、豊かな白然資源などは、野田市の文化を伝承し、新しい文化を創造する貴重な資源として積極的に保全・活用を図りまポ文化を創造する貴重な資源として積極的に保全・活川を図りま主�A観光資源の充実とネットワーク化（2）観光資源の充実とネットワーク化身近な観光資源の潜在的な魅力を再確認し、観光ポイントの充実を図るとともに、観光資源身近な観光資源の潜在的な魅力を再確認し、観光ポイントの充実を図るとともに、観光資源問のネットワークfヒを推進します。間のネットワーク化を推進します。�B多様なニーズに対応した観）ヒ・文化・スポーツ・レクリエーション瑳境の充実（3）多様なニーズに対応した文化・スポーツ・レクリエーション環境の充実・「道の駅の整備に係る研商工観光課多様化した市民のニーズに対応するため、市民活動の拠点となる生涯学習の場や、スポー多様化した市民のニーズに対応するため、市民活動の拠点となる生涯学習の場や、スポー究会」を設置し、道の駅のツ・レクリエーション活動の場づくりを進めます。ツ・レクリエーション活動の場づくりを進めま七追加建設の事業化に向けて基また、野田山の地域資源をうノピールし、姐り或の魅力を伝え、訪れる人々が喜び楽しむことが本構想等の検討を始めたできる観光拠点�dLて、さらに地域の人々も集い交流する活動拠点となろような道の駅の整備ことから追記を図ります2）具体的な方針2）具内的な方針（D歴史や文化、自然資源とふれあうための環境整備（D歴史や文化、自然資源とふれあうための環境整備内�@歴史、文化遺産の保存・活川�@歴史、文化遺産の保存・活用容市民が主体となった街並み保存のための組織活動を支援するとともに、地理案内や文化財に市民が主体となった街並み保存のための組織活動を支援するとともに、地理案内や文化財に至る経路を示すための標識や解説板の設置による、歴史的遺産や文化財の保存・活用を図りま至る経路を示すための標識や解説板の設置による、歴史的遺産や文化財の保存・活用を図ります。七また、11コ心市街地に多く残る歴史的街並みの観光資源としての魅力を高め、中心市街地の活また、中心市街地に多く残る歴史的街並みの観光資源どしての魅ノ」を高め、中心市街地の活性化を図ります。性化を図りま丸�Aみどりや川とふれあう場の整備�Aみどりや川とふれあう場の整備利根川、江戸川及び利根運河の広大な緑地や市街地内におけるみどりについて、サイクリン利槻目、江戸川及び利根運河の広大な緑地や市街地内におけるみどりについて、サイクリング道路の活川やレンタサイクルなどの気軽にみどりや水に親しむことができるふれあいの場グ道路の整飾’やレンタサイクルなどの気軽にみどりや水に親しむことができるふれあいの場修［七・利籾llサイクリング道路仕会体育課の整備を拍進しま仁の整備を推進しま丸　　　　　　・の整備は概ね完了したため、活用に修正修正：赤追加：青一一削除1緑a第3章一2443都市計画マスタープラン見直し検討資料（第3章）見直し案現　行野田市都市計画マスタープラン素案野田市都市計画マスターブラン旧頁表第3章部門別方針第3章部門別方針分類変更及び追加理由担当課題3−9　野田市を満喫できる環境づくり3−9　野田市を満喫できる環境づくり52〜53．〜観光・文化・スポーツ・レクリエーション環境整備の方針〜〜観光・文化・スポーツ・レクリエーション環境整備の方針〜（2）新たな観光文化の創出とネットワーク化（2）新たな観光文化の創出とネットワーク化野出市を訪れる人々にやすらぎを与える貴重な歴史・文化遺産、水とみどりの豊かさをいか野田市を訪れる人々にやすらぎを与える貴重な膠史・文化遣産、水とみどりの豊かさをいかしながら、新しい魅力を付け加えた観光資源としてのネソトワーク1ヒを図りまポしながら、新しい魅力を付け加えた観光資源としてのネットワーク1ヒを図ります。また、市外から快適に観光に来ることができる交通網の整備とともに、散策コースとなる道また、市外から快適に観光に来ることができる交通網の整備とともに、散策コースとなる道路の機能強化を図りまず，路の機能強化を図ります。（3）市民活動を支える文化施設の充実（3）市民活動を支える文化施設の充実�@文化センターの機能充実�@文化センターの機能充実地域文化の向上を図るため、様々な芸術文化に触れる機会を提供し、積極的な文1ヒ事業の展地或文化の向上を図るため、様々な芸術文化に触れる機会を提供し、積穐酌な旦主避修正文言の整哩社会教育課開により、優れた芸術文1ヒ活動への啓発や市民参加型事業等創造性のある事業を行うとともの展開により、優れた芸術文化活動への啓発や市民参加型事業等創造性のある事業を行うととに、鑑賞能力の向上、文化を創造する人材の育成に努め、文化センターの機能充実を図りますbもに、鑑賞能力の向上、文化を創造する人抑7）育成に努め、文化センターの機能充実を図りま仁�A公民館の機能充実�A公民館の機能充実身近な生涯学習の場となる公民館の機能充実に努めま丸身近な生涯学習の場となる公民館の機能充実に努めます。�B博物館の機能充実�B博物館の機能充実地域の歴史や文化を学び、愛着や誇りを持つために、市民が直接参加しながら学び、研究し地域の歴史や文化を学び、愛着や誇りを持つために、rh民が直接参加しながら学び、研究し交流する場に転換した博物館機能のさらなる充実を図ります。また、郷土資料の収集、整理・交流する場としての博物館への転換を図りま七また、郷土資料の収集、整理・保管、調査・修正・時点修正社会教育課保管調査・研究により、野田市の文化的資源を再評価するとともに、鈴木貫太郎言［捻館にお研究により、野田市の文化的資源を再評価するとともに、鈴木貫太郎記念館における展示方法内容ける展示方法や、博物館の在り方について検討し、博物館サービスの充実に努めます。や、1専物館の在り方について検討し、博物館サービスの充実に努めます。、�C図書館の機能充実�C図書館の機能充実生涯にわたる学習意欲の高まりに対応するため、興風図書館の保存機能の拡充を図り、図書生涯にわたる学習意欲の高まりに対応するため、興風図書館の保存機能の拡充を図り、図書貸出機能を有する他の機関と連携・協力して、豊富な資料の提洪、検索システムの拡充等、資貸出機能を有する他の機関と連携・協力して、豊富な資料の提供、検索システムの拡充等、資料・情報提供の充実に努めま尤料・情報提供の充実に努めまポ（4）スポーツ、レクリコニーション環境の充実（4）スポーツ、レクリエーション環境の充実野田市の広大な自然空間をいかした市民の多様なスポーツ・レクリエーションニーズに対応す野m市の広大な自然空間をいかした市民の多様なスポーツ・レクリエーションニーズに対応するため、野田市総合公園、野田市関宿総合公園、野田市スポーツ公園、各種スポーツ施設及びサるため、野田市総合公園、野出市関宿総合公園、野田市スポーツ公園、各種スポーツ施設及びサイクリング道路などの整備を図り、さらに、地域スポーツ活動の推進及び関宿あおそら広場等のイクリング道路などの整備を図り、さらに、地域スポーツ活動の非1鮭及び関宿あおそら広場等のレクリエーション施設の利川促進に努めます二レクリエーション施設の利用促進に努めます三（5）道の駅の整備追加・道の駅の建設の事業化に商工観光課野出市の地域資源をアヒー一ルし、地域の魅力を伝え、訪れろ人々が喜び楽しむことができろ観向けて基本構想等の検討型蝋1とLて、さらに地域の人々も集い交流寸る活動拠点とな；はうな道の駅の早期整lll青に向けを始めたことから追記て、基本構想を策定L、国と1砺義を進めEす．修正：赤追加：青削除：緑第3章一2544都市計画マスタープラン見直し検討資料（第4章）見直し案現　行野田市都市計画マスター一プラン素案野m市都市計画マスタープランlH頁表題第4章地区別構想第4章地区別構想分類変更及び追加理由担当課中表紙中表紙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第4章　地区別構想　　・1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　1．・一一一．・．・．．一＿．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一．一．一一「一一．1A　この章では、地区の特色や地区住民の声を十分に反映させ、より地区に密接したまちづくりを具体的に考えていくもので七地区レベルの構想を地元に密着した市民の口常∠1活を通した観点より定めていく「地区のまちづくりの方針」を定めるもので丸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第4章　地区別構想　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，ノ．「／　　　一「一、一一．一．一・、一．一一・．一．．　一　この章では、地区の特色や地区住民の声を十分に反映させ、より地区に密接したまちつく体的に考えていくもので尤地区レベルの構想を地元に密着した市民のH常生活を通した観点より定めていく「地区のまちづくりの方釦を定めるものです。一一　　　　　　りを具4−1　111央地区まちづくり構想4−2　東部地区まちづくり構想4−3　南部地区まちづくり構想4−4　北部地区まちづくり構想4−5川間地区まちづくり構想4−6　福田地区まちづくり構想4−7　関宿北部地区まちづくり構想4−8　関宿中部地区まちづくり構想4−9　関宿南部地区まちづくり構想「4−1　中央地区まちづくり構想4−2　東部地区まちづくり構想4−3　南部地区まちづくり構想4−4　北部地区まちづくり構想4−5　川間地区まちづくり構想4−6　福田地区まちづくり構想4−7関宿北部地区まちづくり構想4−8　関宿中部地区まちづくり構想4−9　関宿南部地区まちづくり構想内容第4章一145都市計画マスタープラン見直し検討資料（第4章）見直し案現　　行表野田市都市刮画マスタープラン素案野m市都市計画マスタープラン旧頁題第4章地区別構想第4章地区別構想分類変更及び追加理由担当課55地区別構想の考え方地区別構想の考え方都市計両マスタープランは、市の建設に関する樹購想である「野田r情総合計画」と千葉県が定都市計画マスターフ’ランは、市の建設に関する基本構想である｜野田市総合計画と千葉県が定める広域的なまちづくりの計画である「都市言1画凶或の整備、開発及び保全の方釦に即して（矛める広1或的なまちづくりの計画である「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」に即して（矛盾しないように）定めるものです．したがって、地区別構想は、「野田市総合計画」や「都市計画盾しないように）定めるものです。したがって、地区別構想は、1野田市総合計画」や「都市計画区域の整備、開発及び保全の方鉤における市全体の都riイ構造や上地利用を基に、地区ごとの現況区域の整備、開発及び保全の方針」における市全体の都市構造や．1二地利用を基に、地区ごとの現況や課題を踏まえて、各地区の特性に応じたあるべき将来像や市民に身近な視点からのまちづくりのや課題を踏まえて、各地区の特i生に応じたあるべき将来像や市民に身近な視点からのまちづくりの方針などを示すものとなりま尤方針などを示すものとなります二地区区分の考え方地区区分の考え方地区区分に当たっては、中学校区などの生活圏や歴史的なつながり、市民参加における地区とし地区区分に当たっては、中学校区などの生活圏や歴史的なっながり、市民参加における地区としての一休性やまとまりを考慮した上で、市民にとって身近で分かりやすいものとする必要がありまての・体性やまとまりを考慮した上で、市民にとって身近で分かりやすいものとする必要があります。そこで、幹線道路や鉄道線路などの分断要素や土地利用状況、生活面でのつながりなどを考慮丸そこで、幹線道路や鉄道線路などの分祈要素や士地利用状況、生活面でのっながりなどを考慮内容した上で、市域を9地区に区分しま仁した上で、市域を9地区に区分しま主A第4章一246都市計画マスタープラン見直し検討資料（第4章）見直し案現　　行野田市都市言1辿iマスタープラン素案野田市都市計画マスタープラン旧頁表題第4章地区別構想第4章地区別構想分類変更及び追加理由担当課4−1中央地区のまちづくり構想4−1中央地区のまちづくり構想56〜571）地区の現況1）地区の現況中央地区は、野田市の行政、文化、産業などのIlI心地として発展してきた地区であり、市役所、中央地区は、野田市の行政、文化、産業などの中心地として発展してきた地区であり、市役所、襖のホールなどの公共施設が立地し、東武野田線の野閏市駅、愛宕駅、清水公園駅の3駅が設置俸のホールなどの公共施設が立地するとともに、東武野田線の野田市駅、愛宕駅、清水公園駅のされています。また、市の伝統的な産業である醤油醸造業を中心とした⊥業地が地区のIlI心部に3駅が設置されています。また、市の伝統的な産業である醤｝ll醸造業をliI心とした工業地が地区形成されてい≡支す。のlll心部に形成されています。地区の北側には、良好な白然環境やスポーツ・レクリエーション施設を有する野田rb総合公園地区の北側には、良好な自然環境やスポーツ・レクリエーション施設を有する野田市総合公園が位置し、東1則に中央の杜、西側には江戸川が流れるなど、水やみどりに囲まれているとともに、が位置し、東側に中央の杜、西側には江戸川が流れるなど、水やみどりに囲まれているとともに、市街地内においては、国の登録文化財でもある興風会館や野出市市民会館、国の指定名勝である市街地内においては、国の登録文化財でもある興風会館や野田市市民会館、国の指定名勝である高梨氏庭園など歴史的資源が点在しています。高梨氏庭園など歴史的資源が点在しています。丁要な道路としては、南北軸を走る主要地方道結城野出線、外郭環状道路となる都市計画道路丁要な道路としては、南僻由を走る主要地方道結城野田線、外享1微�月�路となる都市言1画道路山1崎占春線、東西軸を走る主要地方道っくば野出線、越谷野田線、野m牛久線が挙げられま尤山崎吉春線、東西軸を走る主要上｛肪道つくば野m線、越谷野田線、野田牛婦｝とが挙げられます二2）地区の課題2）地区の課題叩央地区の主なまちづくりの課題として、以ドのとおりまとめます。中央地区の主なまちづくりの課題として、以下のとおりまとめます、○地区叩心部における回遊性の確保や現存商店街の充実、商業業務機能の集積、周辺の道路整○地区llI心部における回遊性の確保や既存商店街の充実、商業業務機能の集積、周辺の道路整備による中心市街地の活1生化備による中心市街地の活1生化○中心市街地の核となる野m市駅、愛宕駅周辺の整備充実○中心市往弛の核となる野m市駅、愛宕駅周辺の整備充実○野出橋周辺や野田市駅、愛宕駅周辺の交通渋滞解消による地区内交通の円滑化○野田橋周辺や野田市駅、愛宕駅周辺の交通渋滞解消による地区内交通の円滑化○野田市総合公園を始めとする地区内のレクリエーション資源及びその周辺における緑地空○野田赫窓合公園を始めとする地区内のレクリエーション資源及びその周辺における緑地空問などの保全・活用問などの保全・活用○地区内に点在する歴史文化資源の保全と、それらの活用による市の玄関口としてふさわしい○地区内に点在する歴史文化資源の保全と、それらの活川による市の玄関口としてふさわしい内景観の形成景観の形成容3）地区の将来像3）地区の将来像地区の現況や課題を踏まえ、中央地区のあるべき」練像を次のとおり設定します。地区の現況や課題を踏まえ、rlコ央地区のあるべき将来像を次のとおり設定します，〜野田の伝統産業・歴史・文化を発信する、〜野田の伝統産業・歴史・文化を発信する、にぎわいと活力に満ちたまち〜にぎわいと活力に満ちたまち〜4）まちづくりの基本目標4）まちづくりの基本目標中央地区の将来像を実現し、地区の特色をいかしたまちづくりを行うため、まちつくりの基本中央地区の将来像を実現し、地区の特色をいかしたまちづくりを行うため、まちつくりの基本目標を以ドのとおり設定します。目標を以下のとおり設定します。�@野田市駅・愛宕駅周辺等に都市機能を集積’し、魅力と活力に満ちた拠点つく　　　　　　　　　　　＝りを�@野田市駅・愛宕駅周辺に都市機能を集積し、魅力と活力に満ちた拠点つくりを目追1川・同盟会調査での新駅の想市政推進室目指します指します定を受けて、拠点を追加�A中心市街地を核とした、だれもが快適に暮らせるコンパクトな市街地の形成を目�A1．1心市街地を核とした、だれもが快適に暮らせるコンパクトな市街地の形成を口指します指します�B野m市の伝統産業や、貴重な歴史的・文化的資源とふれあえるまちつくりを目指�B野田巾の伝統産業や、貴重な歴史的・文化的資源とふれあえるまちつくりを目指しますします修正：赤追加：青一削　除；緑第4章一347都市計画マスタープラン見直し検討資料（第4章）見直し案現　行野田市都市計画マスターブラン素案野田市都市計画マスタープランi日頁表題第4章地区別構想第4章地区別構想分類変更及び追加理由担当課4−1　rl・1央地区のまちづくり構想4−1　中央地区のまちづくり構想58〜595）まちづくりの方針5）まちづくりの方針中央地区の基本目標を実現するための方針を以下のとおり示します．IlI央地区の基本目標を実現するための方針を以ドのとおり示しま『む○野田市駅周辺は、東武野田線連続立体交差事業と　・体となった駅前広駅朽尺前線等の市街地整○野rn市駅周辺は、東武野出線連続立体交差事業と一1本となった駅前広場籾尺前線等の市f封山整備を脂止し、野田市の伝統的な産業のある工業地と、商業・業務機能が共存した圭ちづくりを備を推進し、野円rhの伝統的な産業のある工業地と、商業・業務機能が共σしたまちづくりを進めます。進めます。○愛宕駅周辺は、市の中心的な商業業務地区を形成するため、東武野爪線連続立体交差事業と一○愛宕駅周辺は、市の中心的な商業業務地区を形成するため、東武野田線連続立体交差事業と一体となった駅前広場や駅前線等の市街地整備を推進し、中心市街地にふさわしい商業・業務機体となった駅前広場ぺ講尺前線等の市御也整備を摺進し、中心市街地にふさわしい商業・業務機能の集積を図ります。能の集績を図ります．○中心市街地における歴史的資源の保全・活川や、潤いある緑地空間の創出により、楽しく回遊○中心市徒弛における歴史的資源の保全・活用や、潤いある緑地空間の創出により、楽しく回遊できる都市空間の形成を図りま仁できる都市空間の形成を図ります。○中心市街地の商業施設の充実を促進するとともに、主要道路の沿道を利用したにぎわいあるま○中心市径＃也の商業施設の充実を促進するとともに、主要道路の沿道を利用したにぎわいあるまちづくりを進め、互いに連携した商業環境の整備を図ります。ちづくりを進め、互いに連携した商業環境の整備を図ります。○中心市街地の渋滞解消等、交通の利便性を向上させるため、都市言｜画道路堤台柳鵬i↓、清水公○中心市街地の渋滞解消等、交通の利便性を向トさせるため、都市計画道路堤台柳沢線、清水公園駅肖1瀬と、中野台IlI根線の整備を進め、　t要地〃道つくば野rr噺1の整備を促進し主＋園駅前線、中野台中‡蹄｝との整備を進めます三追力rl・整・開・保の方針と整合都市整備課内させ、連続立体交差事業に容併せた整備が必要なため○主要地方道越谷野田線の野田橋付近の4申線化を促進し、埼：E県との円滑な交通の実現に努め○主要地方道越谷野田線の野田橋付近の4車線化を促進し、埼玉県との円滑な交通の実現に努めま丸ま女○伝統的な産業のある上業地と商業・業務が共存したまちづくりを進め、訪れた人が市の伝統を○伝統的な産業のある工業地と商業・業務が共存したまちづくりを進め、訪れた人が市の伝統を感じられるような空間形成を図りま丸感じられるような空問形成を図ります。OIl：1央の杜を野田市のみどりのシンボルとして整備・保全するとともに、江戸川や、野田市総合○中央の杜を野田市のみどりのシンボルとして整備・保全するとともに、江戸川や、野m市総合公園周辺の自然環境の保全を図り、自然を身近に感じられる空間整備を進めまポ公園周辺の自然環境の保全を図り、自然を身近に感じられる空間整備を進めます。削除・座生川1号調節池スポー社会体育課○野rn市総合公園の機能充実や、スポーツ・レクリエーションの楽しめる環境整備を推進しま七○野田市総合公園の機能充実や、座口1回1禦珊煎辿塗ul川し仁る亦二．ッ広場沙整備に．k．仏．スツ広場は少年野球場1面ポーツ・レクリエーションの楽しめる環境整備を推進します。が整備され、その他の整備○地区内に点在する歴史文化資源の保全・活用により、身近に歴史や文化とふれあえる環境を創計画がないため出します。　．○地区内に点在する歴史文化資源の保全・活用により、身近に歴史や文化とふれあえる環境を創出しまポ修正；赤追加：青削除：緑第4章一448都市計画マスタープラン見直し検討資料（第4章）表題内容見直し案野田市都市計画マスタープラン素案第4章　地［窃II構想4−1　中央地区のまちづくり構想現　行野出市都市計画マスターブラン第4章　地区男｜階想4−1　中央地区のまちづくり構想旧頁58〜59凡　例［＝：：：］市民の憩いの場となる禄地空間［：：：：コ農地等と集落か共存する地域’，�d，�d、優良な農地を保全する地域［：：：：［住環境の向上を図る地域＝ゆとりある住宅地を保全する地域一野田市の文化をアヒールする商業地一地区住民の日常隔買を満たす商業地［：：：］野出市の集客力を高める複合施設地区‘　　　　野田市の中心的な商業・業務を推進する地域［：：：：コ野田市の伝統的な産業のある工業地と商業・業拐か共存す’る姐り夜＝野田市の伝統的な産業のある工業地［：：：：］工業と住宅の共生を図る地域＝先端技術の研究・問発と人材育成の場となる地区1己：：コス締豊かて良好なまちなみ景観を形成する地区一広域幹線道路一幹線道路一捕助幹線道路ヨエ亡：巨※武野田線く短線化の促進〕‘‘“‘“　道路機能を強化する区間乙：＝：う鉄道高架区聞‘・−tgl河日L調節池、水路◎o謬■�HO☆☆＊行政拠点、地域・文化槌点スポーツ拠点小・中学校公民館福祉施設歴史文化資源自然盲源駅を中心としたサーヒス拠点一・一・一地区界第4章一5分類修1王変更及び追加理由・野田駅西地区を中心的な商業・業務を推進する地域に修正・主要地方道松戸野田線の名称を市道川崎野田線に修iE・市街化調整区域内の将来土地利用を誘導する沿道及びエリアを追加・桜木地区の浸水対策地区を追加担当課都市元．卜画言果下水道課修正　赤追加　青削除　緑49都市計画マスタープラン見直し検討資料（第4章）見直し案現　行表野田市都市計画マスタープラン素案野田市都市計画マスタープランlH頁担当課題『第4章地区別構想第4章地区別構想分類変更及び追加理由4−−2　東部地区まちづくり構想4−・2東部地区まちづくり構想60〜61D地区の現況D地区の現況東部地区は、農地や農家集落を中心とした地区であり、市径弛は、国道16号と主要地方道つ東部地区は、農地や農家集落を1｜1心とした地区であり、市撮也は、国道16号と†要地方道つくば野田線の交差部を中心に形成されていま十，また、高齢者や璋がい者などの福祉施設が集積くば野出線の交差部を中心に形成されてい圭す。また、高齢者郡章がい者などの福祉施設が集積しています、しています。地区の東側には利根川が流れ、利恨川沿いには豊かな田園瓜量や緑地が広がっています。また、地区の東側には利眼川が1充れ、利限川沿いには豊かな田園風景一や緑地が広がってし・ます。また、ゴルフ場の緑地、樹林地が点在するなど、自然環境に恵まれています。ゴルフ場の紺也、樹林地が点在するなど、自然環境に恵まれていま尤丁要な道路としては、外享1蝶状道路の・部である主要地方道我孫子関宿線と、東西方向の幹線主要な道路としては、外郭環状道路の一剖である主要地方道我孫了・関宿線と、東西方向の幹線道路である丁要地方道つくは聾出線が通っていますc道路である丁要地方道つくば野田線が通っています。2）地区の課題2）地区の課題東部地区の主なまちづくりの課題として、以下のとおりまとめまポ東部地区の主なまちづくりの課題として、以下のとおりまとめます。○利根川や樹林地などの良好な自然環境や田園景観の保全・活用○利根川や樹林地などの良好な自然環境や田園景観の保全・活用○利］酬1河r傲などの活用によるレクリユーション機能の強化○利側ll河川敷などの活用によるレクリエーション機能の強化○他地域との連携を強化するとともに、地区内での移動の円滑化に向けた道路の整備・充実○他地域との連携を強化するとともに、地区内での移動の円滑化に向けた道路の整備・充実3）地区の将来像3）地区の将来像地区の現況や課題を踏まえ、東部地区のあるべき将来像を次のとおり設定します。地区の現況や課題を踏まえ、東部地区のあるべき将来像を次のとおり設定します．〜みどり豊かな自然環境に囲まれた、〜みどり豊かな自然環境に1刮まれた、内やさしさとやすらぎのあるまち〜やさしさとやすらぎのあるまち〜容4）まちづくりの基本目標4）まちづくりの基本U標東部地区の将来像を実現し、地区の特色をいかしたまちづくりを行うため、まちつくりの基本東部地区の将来像を実現し、地区の特色をいかしたまちづくりを行うため、まちつくりの基本目標を以下のとおり設定します。目標を以下のとおり設定します。�@みどりに囲まれた、自然と共生するまちづくりを目指します�@みどりに囲まれた、自然と共生するまちづくりを目指します�A豊かな田園、水辺環境を活用した、水とみどりに親しめるまちづくりを目指しま�A豊かな田園、水辺環境を活用した、水とみどりに親しめるまちづくりを目指しますす�B安全でθ樋な生活環境を創出し、安心とやすらぎのあるまちづくりを口指します�B安令で1夫適な生活環境を創出し、安心とやすらぎのあるまちづくりを目指します、第4章一650見直し案現　行野田市都市計画マスタープラン素案野田市都市計画マスタープラン旧頁変更及び追加理由担当課表題第4章地区別構想第4章地区男嚇想分類4−2　東部地区まちづくり構想4−2　東部地区まちづくり構想62へ635）まちづくりの方針5）まちづくりの方針東部地区の基本目標を実現するための方針を以下のとおり示します，東部地区の基本目標を実現するための方針を以下のとおり示しますこ○農地を中心とした農村の豊かな自然資源の保全・活用を図り、自然と共生したまちづくりを進○農地を中心とした農村の豊かな自然資源の保全・活用を図り、自然と共生したまちつくりを進めます。めます。○利樹ll以西に位置する良好な田園や自然環境の積極的な保全を図ります。○利樹ll以西に位置する良好な田園や自然環境の積極的な保全を図ります。○豊かな田園や山林により形成される緑地空間や、利根川、水路、沼などにより形成される水辺○豊かな田園や山林により形成される緑地空間や、禾1脚ll、水路、沼などにより形成される水辺空間の保全を図り、まちの至る所で水やみどりを感じられるような空間形成を図ります。空間の保全を図り、まちの至る所で水やみどりを感じられるような空間形成を図りますc○主要地方道つくば野田線の芽吹大橋付近の4車線化や、外郭環状道路となる主要地方道我孫子○主要地方道っくば野田線の梁次大橋付近の4車線化や、外郭環状道路となる主要地方道我孫子関宿線など、地区の骨格を成す道路の機能強化などを促進し、安全で快適な生活環境を創出し関宿線など、地区の骨格を成す道路の機能強化などを促進し、安全で快適な生活環境を創出し内容ま七ますC都市計画マスタープラン見直し検討資料（第4章）1第4章一751都市計画マスタープラン見直し検討資料（第4章）表題内容見直し案野田市都市引画マスタープラン素案第4章　地区別購想4＝2　東部地区まちづくり構想東部地区方針図市将沿道路凡　例［：：コ市民の憩いの場となる緑地空間［：：：コ農地等と集落が共存する地域ぐでis／N　優良な農地を保全する地域［：：：］住環境の向上を図る地域［：：：コゆとりある住宅地を保全する地域‘11111111MIl幹線道路沿道開発誘導ゾーン一広域幹線道路tl‘tll‘道路援能を強化する区間一河川、調節池、水路　■　　小・中学校　●　　公民館　O　　　福祉施設　O　　　その他の公共施設［＝＝コゴルフ場一・一・−tVl区界現　　行野田市都市言1画マスタープラン第4章　地区別構想4−2　東細也区まちづくり構想、旧頁62〜63凡　例［：：：：］市民の憩いの場となる緑地空間［二：：：］農地等と集落か共存する地域こ’く〆［’C’」榎良な農地を保全する地城［：：：コ住環境の向上を図る地域［：：：：］ゆとりある住宅地を保全する地域一広域幹線道路‘H‘‘‘1道路鳥能を強化する区間一河川、調節池、水路　■　　　　」、・中学f交　●　　公民館　o　　福祉施設　o　　　その他の公共施設E：＝：］a．ルフca＿，＿．＿地区界第4章一8分類修正変更及び追加理由・市街化調整区域内の将来土地利用を誘導する沿道を追加・不燃物処理施設を追加担当課都市計画課都市計画課52都市計画マスタープラン見直し検討資料（第4章）見直し案現　行野田r賭「1市計画マスタープラン素案野m市都市計画マスタープラン旧頁担当課表題第4章地区別構想第4章地区別構想分類変更及び追加理由4−3　南部地区まちづくり構想4−3南部地区まちづくり構想6！1〜651）地区の現況1）地区の現況南部地区は、梅凋駅西上地区画整理事業、駅の東西連絡自由通路、梅郷駅東側の駅前広場や都南部地区は、｛蹴鰍！西土地区画整理事業、駅の東西連絡自山通路、梅郷駅東側の駅前広場や・都市計画道路の整備など、駅を中心とした市働也整備により、良好な市街地環境が形成されつつあ市計画道路の整備など、駅を中心とした市f畢也整備により、良好な市街地環境が形成されつつあります。また、みずき地区にっいても計画的な住宅地が形成されています。地区の西1則には江戸ります。また、みずき地区についても計画的な住宅地が形成されていま方地区の西1則には江戸川、南側には利根運河が流れ、江戸川沿いには優良な出園地帯が広がっています。川、南1則には利眼運河が流れ、江戸川沿いには優良な田園地帯が広がっていますご主要な道路として、外郭環状道路となる都市言1画道路今上木剛翻iとや†要地方道松戸野m線が丁要な道路として、外郭環状道路となる都市計画道路今1：木里自「奇紡Rや主要地方道松戸野田線が通っています。利根運河沿いには、東京理科大学の広大なキャンパスが広がっています。通っています．利根運河沿いには、東京理科大学の広大なキャンパスが広がっていま仁2）地区の課題2）地区の課題．南部地区の主なまちづくりの課題として、以下のとおりまとめます三南部地区の主なまちづくりの課題として、以下のとおりまとめます。○地区住民の牛活の中心となる梅郷駅周辺の整備充実○地区住民の生活の中心となる梅郷駅周辺の整備充実○都市基盤などの計画的な整備による、良好な環境を有する住宅地め形成○都市基盤などの計画的な整備による、良好な環境を有する住宅地の形成○江戸川＼利根運河などの自然環境や田園風景の保令・活用○江戸川、利根運河などの自然環境や田園風景の保全・活用○他地域との連携を強化するとともに、地区内での移動の円滑化に向けた道路の整備充実○他地域との連携を強化するとともに、地区内での移動の円滑化に向けた道路の整備充実○排水不良地区の改善を図るための雨水幹線の整備垣加・現伏、豪雨時に浸水被害下水道課等があり課題であるため3）地区の将来像3）地区の将来像内地区の現況や課題を踏まえ、南部地区のあるべき将来像を次のとおり設定します。地区の現況や課題を踏まえ、南部地区のあるべき将来像を次のとおり設定します。容〜みどり豊かな住宅地が広がり、〜みどり豊かな住宅地が広がり、若い世代が交流する活気あふれるまち〜若い1日代が交流する活気あふれるまち〜4）まちづくりの基本目標4）まちづくりの基本目標南部地区の将来像を実現し、地区の特色をいかしたまちづくりを行うため、まちつくりの基本南部地区の」味像を実現し、地区の特色をいかしたまちづくりを行うため、まちつくりの基本目標を以下のとおり設定しま『仁目標を以下のとおり設定します。�@梅郷駅周辺に都市機能を集積し、発展性をもった活気あふれる拠点つくりを目指�@梅郷駅周辺に都市機能を集積し、発展性をもった活気あふれる拠点つくりを目指しますします�A隣接する市と自由に交流できる、快適で便利なまちづくりを目指します�A隣接する市と自由に交流できる、快適で便利なまちづくりを口指します�Bみどり豊かな街並みを創出し、ゆとりと魅力あるまちづくりを目指します�Bみどり豊かな街並みを創出し、ゆとりと魅力あるまちづくりを日指します修正．赤追加；青削　除；緑第4章一953都市計画マスタープラン見直し検討資料（第4章）見直し案現　行表野田市都市計画マスタープラン素案野田市都市計画マスタープラン旧頁題第4章地区別構想第4章地区別構想分類変更及び追加理由担当課4−3　南部地区まちづくり構想4−・3南部地区まちづくり構想66〜675）まちづくりの方針5）まちづくりの方針南部地区の基本目標を実現するための方針を以ドのとおり示します三南部地区の基本目標を実現するための方針を以下のとおり示します。○地区のサービス拠点として地区住民の利便1生を高めるため、駐輪場などの整備を推進し、商業○地区のサービス拠点として地区住民の利便｝生を高めるため、駐輪場などの整備を推進し、商業サービス機能の強1ヒを図ります，サービス機能の強化を図りまポO磁聯尺二亘�e！：z：ピ，ろ強鯉）力∪、．都帽L画固釜陀！陛1肌1而処！�g備を1〔鯉L圭：L．．削除・n26年ll月に梅郷西駅前都市整備課線の整備が完了のため○外郭環状道路となる都市言｜画道路今卜木里醐線の整備を促進しま仁○外郭環状道路となる都市計画道路今卜木矧締i↓の整備を促進します。○梅郷駅を中心に広がる、ゆとりある住宅地は、住環境の保全に努めるとともに、みどり豊かで○梅郷駅を中心に広がる、ゆとりある住宅地は、住環境の保全に努めるとともに、みどり豊かで良好な街並み景観の形成などにより、更に質の高い空間形成を図ります．良好な街並み景観の形成などにより、更に質の高い空間形成を図ります。．○ゆとりと魅力ある空間を形成するため、江戸川以東に広がる田園風景や自然環境の積極的な保○ゆとりと魅力ある空間を形成するため、江戸川以東に広がる田園風景や自然環境の積極的な保全を図ります。全を図ります。○自然とふれあう空間を享受するため、江戸川及び利根運河の自然環境の保全を図りま『仁○自然とふれあう空間を亨：受するため、江戸川及び利根運河の自然環境の保全を図ります。○排水イ・良地区の改善を図ろため、桜木地区において雨水幹線の整備を推進しま寸追ノ10・桜木地区の雨水幹線につド水道課内容定いては事業認可取得を予修正：赤追加：青削除：緑　　　　　　「第4章一1054

